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特集　

県高校総体21連覇を果たした富岡東高等学校女子剣道部。彼女たちが生まれる前から続く連勝記録をまた一つ
伸ばした。重圧を跳ねのけ、つかんだ栄冠を糧に、全国の舞台で再び輝きを放ってほしい。（６月２日撮影）
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頂
点

　

高
校
№
１
を
決
す
る
真
夏
の
祭
典・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、

北
信
越
（
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
長
野
の
５
県
）
を
舞
台
に
７
月
28

日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　
半
世
紀
の
歴
史
を
重
ね
た
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
の
夢
舞
台
に
、
阿
南
市
か
ら

44
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
希
望
あ
ふ
れ
る
緑
の
大
地
で
青
春
の
熱
き
戦
い
を
繰

り
広
げ
る
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　
が
ん
ば
れ
阿
南
の
若
者
！
め
ざ
せ
真
夏
の
頂
点
。
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バレーボール
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　インターハイでは、これまで応援し
てくださった方々のために、一戦一戦
集中して声を出して最後まであきらめ
ずにプレーしてきたいです。

貞光工業高等学校　２年

計盛将志さん（橘町：16 歳）
ソフトテニス　男子　団体

　徳島商業柔道部は全体的に体が小
さいので、徹底して練習してきた寝技
と組み手を使い、うまく試合を運んで
いき、少しでも上位をめざします。

徳島商業高等学校　２年

山本大地さん（柳島町：16 歳）
柔道　男子　団体

　私にとって最初で最後のインターハ
イです。緊張しますが、悔いの残らな
いように精一杯頑張ってきたいと思い
ます。

小松島高等学校　３年

亀島朱莉さん（加茂町：18 歳）
ライフル射撃　女子　エアライフル　個人

　徳島県代表として責任と自覚を持っ
て全国の舞台では精一杯頑張ってきま
す。

阿南工業高等学校　３年

杉本和繁さん（柳島町：18 歳）
体操　男子　個人

　今までご指導してくださった先生方、
支えてくれた家族、友達に恩返しでき
るよう感謝の気持ちを込めて、自分の
出せる力を十分に発揮してきます。

鳴門渦潮高等学校　３年

服部太紀さん（上中町：18 歳）
陸上　男子　200m・400m・1600mリレー

　あまり結果を意識せずに、一戦一
戦で自分が納得できるだけの力を発揮
してきたいです。今後のためになるよ
うな試合をして、全力で戦ってきます。

富岡西高等学校　２年

井元一輝さん（才見町：16 歳）
空手道　男子　個人　形

　息を合わせて自己ベスト以上のタイ
ムを出し、良い結果を残せるように頑
張ってきます。

那賀高等学校　３年

三木正吾さん（畭町：17 歳）
カヌー　カヤック　男子　ペア

　今回の福井県でのインターハイは、
高校３年間での最後の大会になるの
で、悔いの無いように楽しんで演技を
したいと思います。頑張ります。

富岡東高等学校　３年

福田紗己さん（橘町：18 歳）
体操　女子　個人

　インターハイでは、今まで応援や支
えてくださった方々に感謝の気持ちを
もって一生懸命頑張りたいと思います。
頑張って上位をめざします。

富岡東高等学校　１年

溝木竣也さん（領家町：16 歳）
水泳　男子　200ｍ・400ｍ　自由形

　インターハイでは、今まで支えてく
ださった方々への感謝の気持ちを忘れ
ず、チーム一丸となって戦い、少しで
も恩返しができるよう頑張ります。

城東高等学校　1 年

岩﨑遥香さん（羽ノ浦町：16 歳）
バドミントン　女子　団体

　高校最後のインターハイという大き
な舞台に立たせていただいた指導者
の先生方、支えてくださった皆さんに
感謝し全力で頑張ってきます。

生光学園高等学校　３年

居川汐里さん（那賀川町：17 歳）
陸上　女子　円盤投げ・砲丸投げ

ライフル射撃 　

第
50
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権

大
会
は
、
７
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
広
島
県
安
芸

太
田
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

阿南工業高等学校　バレーボール　男子

3年　林　佑哉さん（畭町：17歳）　背番号11

　全国で勝つことを目標に、チーム一丸となって、これまで練習してきたこと
を全て出しきり、応援してくれる人たちを感動させる試合をしたいと思います。

3年　田中裕也さん（横見町：17歳）　背番号７

　チームの勝ちに貢献できるように今まで練習してきたことを出しきって、
目の前のプレーを一生懸命頑張りたいと思います。

3年　笠井雄太さん（椿泊町：17歳）　背番号４

　インターハイでは、自分たちのバレーをして、今まで練習してきたことを
発揮できるように頑張りたいと思っています。

3年　藤田充輝さん（椿泊町：17歳）　背番号１

　目の前の試合に集中して、１勝でも多くできるように頑張ります。

3 広報 あなん 2012.08



　昨年は先輩の活躍で１勝することが
できました。今年は私が最高学年とな
るので１つでも多く勝利に貢献できる
よう精一杯頑張りたいです。

徳島商業高等学校　3 年

山口真美さん（西路見町：17 歳）
テニス　女子　団体・シングルス・ダブルス

　自分のテニスをすることを心がけて、
どんな相手にも最後まであきらめず全
力で戦ってきます。1 戦でも多く勝利
できるよう頑張ってきます。

徳島商業高等学校　2 年

前田あゆみさん（日開野町：16 歳）
テニス　女子　団体・ダブルス

　昨年に続いての出場です。自分自身
も最後になるので悔いのないよう頑張
りたいと思います。

板野高等学校　３年

四宮瑠偉さん（那賀川町：18 歳）
相撲　男子

　初めてのインターハイなので、先輩
たちのために精一杯頑張りたいと思い
ます。応援よろしくお願いします。

板野高等学校　１年

山本　巧さん（柳島町：15 歳）
相撲　男子

３年　泉野　潤さん（津乃峰町：17 歳）
　今年は、自分にとって初めてのインターハイです。悔いの残らないような試
合をし、全国大会２勝以上をめざして頑張りたいと思います。

３年　米積正晃さん（那賀川町：17 歳）
　僕は、インターハイで優勝することが目標です。昨年は、１回戦で負けてしまっ
たので今年は勝ちたいです。頑張ります。

２年　秋本祥輝さん（長生町：16 歳）
　目標であるインターハイベスト８に向けて頑張りたいです。今まで練習でして
きたことを全部出しきりインターハイで２勝してきます。

３年　青木敬尚さん（見能林町：17 歳）
　チームの目標である全国ベスト８以上をめざし日々頑張っています。今まで
の練習の成果を発揮し悔いの残らないよう全力で頑張ってきます。

３年　鎌谷真光さん（津乃峰町：17 歳）
　僕らにとって最後の大会なので、チーム一丸となり点を取りたいです。また、
チーム目標でもある全国２勝以上をめざして頑張ってきます。

３年　永市弘樹さん（津乃峰町：17 歳）
　僕たち３年生は、この総体が最後の大会なので、今まで支えてくれた人や、
教えてくれた人に感謝して、楽しんで勝てるプレーをしてきます。

３年　藤田祐哉さん（長生町：17 歳）
　僕は、インターハイが最後の大会なので感謝の気持ちをもち全力でプレーし
たいです。そして全国の舞台で活躍して、全国８強以上をめざします。

３年　原田瑛二さん（津乃峰町：18 歳）
　僕たちはインターハイでベスト８を目標に日々練習を頑張っています。チーム
一丸となって一番いい結果をめざします。私自身は点を取りたいです。

３年　伊勢凱人さん（柳島町：18 歳）
　昨年は、インターハイで１回戦負けしたので今年は全国４位以内を狙えるよ
うにしたい。これまでの成績を塗り替えられるように全力でプレーしたい。

３年　橘　真輝さん（桑野町：17 歳）
　インターハイでは、自分の持っている力をすべて発揮し、１勝でも多くでき
るように頑張りたい。

３年　谷口祐二さん（加茂町：17 歳）
　全国ベスト８をめざし、日々練習に取り組んできました。どのチームも強豪
なので、あきらめずに食らいつきたいと思います。

阿南工業高等学校　ホッケー　男子
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　最後のインターハイで、今まで自分
がしてきたことを全て出せるように、
頑張ってきたいと思います。

小松島西高等学校　３年

下岡佑輔さん（那賀川町：17 歳）
空手道　男子　団体　組手

　つかみとったチャンスを無駄にしな
いように自分を信じて、昨年より良い
結果が出せるよう頑張ってきます。

小松島西高等学校　２年

小烏光貴さん（那賀川町：16 歳）
空手道　男子　団体　組手　個人　形・組手

　僕らにとって初めてのインターハイ
出場です。感謝の気持ちを忘れず、徳
島県代表として責任と自覚を持ち、今
持っている最高のプレーをしてきます。

徳島商業高等学校　３年

上野息吹さん（福井町：17 歳）
サッカー　男子

　今年初めてインターハイに行くこと
になったので、頑張りたいです。先輩
たちのサポートをして勝利に貢献でき
るよう、頑張ります。

徳島商業高等学校　２年

矢野雄大さん（中林町：17 歳）
サッカー　男子

　全国という舞台に選手として出られる
ようにもっと頑張って強くなり先輩方と
一緒にできる最後の試合なので悔いの
残らないよう最高の試合にしたいです。

小松島西高等学校　２年

田村美咲さん（福村町：16 歳）
空手道　女子　団体　組手

　今までの練習でやってきたこと全部
を出しきって、後悔のない試合をしたい
です。いつも以上に全力で、チーム全
員で１勝でも多く勝ちにいきたいです。

小松島西高等学校　２年

田中明日華さん（那賀川町：17 歳）
空手道　女子　団体　組手

３年　湯浅絵里加さん（羽ノ浦町：18 歳）
　インターハイでは粘り強い試合をし、一試合でも多く試合ができるようにチー
ム一丸となって頑張ります。

３年　山本　悠さん（橘町：18 歳）
 　高校生活最後のインターハイとなるので、自分たちらしい元気のある思い
切った試合をして思い出に残る大会にしたいです。目標は上位入賞！

３年　中村亜梨沙さん（那賀川町：17 歳）
　高校最後のインターハイです。そして仲間との最後の大会になるので、悔い
の残らないように精一杯頑張ります。応援よろしくお願いします。

３年　住友裕菜さん（那賀川町：17 歳）
　インターハイでは、予選リーグを突破できるようチーム一丸となって 17人全
員が気持ちを１つにして力の限り頑張ります。

２年　松本美紗樹さん（宝田町：16 歳）剣道　女子　団体・個人
　インターハイへは初出場なので、個人、団体とも自分の力をすべて発揮し、
また、応援してくれている人に感謝して戦いたいと思います。

２年　甘利あかねさん（那賀川町：16 歳）
　21 回連続出場ということで、いろいろな人から期待されていると思うので、
全力で頑張りたいと思います。

２年　山本　響さん（橘町：16 歳）
　８月のインターハイでは、自分のポジションの役割がしっかり果たせるよう
に頑張りたいです。チームワークを大切に皆一丸となって挑みたいです。

１年　馬見範子さん（新野町：16 歳）
　私は試合には出ませんが、先輩方が戦いやすいような雰囲気をつくり、少し
でも役に立てるようにしっかりサポートしたいと思います。

１年　稲生美穂さん（加茂町：15 歳）
　今私は先生や先輩、素晴らしい環境で剣道ができています。先輩方が思い
切った試合をして最後にみんなで笑えるよう精一杯サポートしたいです。

特集　北信越高校総体の出場選手紹介

富
岡
東
高
等
学
校
　
剣
道
　
女
子
　
団
体
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今
、
日
本
の
国
は
か
つ
て
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
み
、

深
刻
な
少
子
化
も
同
時
進
行
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
末
に
公
表
さ
れ
た
将

来
推
計
人
口
は
、
50
年
後
の

２
０
６
０
年
に
は
、
８
６
７
４
万

人
と
現
状
よ
り
３
割
以
上
減
少

し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
総

人
口
の
約
４
割
を
占
め
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
働
き
手
が
、
１
人
の

高
齢
者
を
支
え
る「
騎
馬
戦
型
」

か
ら
、
１
人
の
働
き
手
が
１
人

の
高
齢
者
を
支
え
る「
肩
車
型
」

へ
移
行
す
る
姿
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
を
増
や
す
、
あ
る
い
は
維

持
す
る
た
め
に
は
、
結
婚
を

促
し
、
出
生
率
を
上
げ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
実
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平

成
23
年
の
婚
姻
数
は
、
66
万

１
８
９
９
組
と
戦
後
最
少
。
50

歳
ま
で
に
一
度
も
結
婚
し
た
こ

と
の
な
い
「
生
涯
未
婚
率
」
も
、

男
性
20・
14
％
、
女
性
10・
６
％

と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
歳
か
ら
34
歳
の
未

婚
者
の
う
ち
「
異
性
の
交
際
相

手
が
い
な
い
」
と
す
る

男
性
が
61
・
４
％
、
女

性
が
49
・
５
％
に
及
び
、

結
婚
願
望
を
持
つ
未
婚

者
は
、
男
女
と
も
８
割

以
上
に
の
ぼ
り
な
が
ら

出
会
い
が
な
い
実
態
が

浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

先
般
、
阿
南
市
は
、

結
婚
活
動
（
婚
活
）
を

応
援
す
る
た
め
、「
阿

南
de
愛
隊
」
を
結
成
し
、

今
秋
に
は
、
２
０
０
人

規
模
の
男
女
の
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
独

身
男
女
の
積
極
的
な
参
加
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
夢
の
ゆ
き
つ
い
た
と
こ
ろ
に

結
婚
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、

結
婚
か
ら
夢
の
実
現
が
は
じ
ま

る
の
で
す
。」（
山
本
周
五
郎
）。

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

支
給
対
象
　
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方

•
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
で
、

年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

•
同
年
9
月
1
日
現
在
で
、
市
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
入
所

ま
た
は
長
期
入
院
等
を
除
く
）

•
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
3
カ
月
以

上
老
衰
等
の
た
め
、
常
時
ね
た

き
り
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
（
生
活
活
動
範
囲
が

屋
内
に
限
ら
れ
る
方
）

支
給
金
額
　
６
千
円
（
年
１
回
）

申
請
方
法
　

8
月
16
日
㈭
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
な
が
い
き
課

（
☎
22
‐
８
０
６
４
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
追
加
申
請
）
を
受
付

　
平
成
24
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
24
年
１
月
11
日

～
２
月
10
日
ま
で
の
間
に
申
請
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。
　
　
　

提
出
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

物
品
購
入
等
の
種
類
　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
管
財

課
（
☎
22
‐
３
８
０
４
）
へ

　
阿
南
de
愛
隊

　
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
防
災
用
品
（
手
袋
１
７
８

０
組
、
防
寒
着
33
着
、
接
着

剤
２
０
０
個
、芳
香
剤
30
個
）

横
見
町
　
荒
木
　
啓
様
か
ら

災
害
時
の
防
災
用
品
と
し
て

●
傘
立
て
１
台
、寄
せ
鉢
１
鉢

「
遊
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
」
様
か
ら
勤
労
女
性
セ

ン
タ
ー
施
設
充
実
品
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
五
万
九
百
八
十
二
円

見
能
林
町
　
翔
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
会
　
代
表
白
浜
和
子
様
か

ら
第
19
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡

シ
ョ
ー
「
あ
じ
さ
い
の
宴
」

に
お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動
資

金
と
し
て
　

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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市
総
合
防
災
訓
練
を

徳
島
駐
屯
地
で
実
施
し
ま
す

　
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、

地
域
防
災
力
の
向
上
お
よ
び
防
災

関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
災

害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
26
日
㈰
　
午
前
９
時

～
12
時
頃

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地

訓
練
内
容

①
消
防
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
出
・

空
輸
訓
練
②
初
期
消
火
訓
練
③
倒

壊
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
・
搬

送
訓
練
④
応
急
処
置
訓
練
⑤
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
訓
練
⑥
消
防

分
団
に
よ
る
消
火
訓
練
⑦
自
衛
隊

に
よ
る
応
急
橋
構
築
訓
練
⑧
陸
自

ヘ
リ
か
ら
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
降
下

に
よ
る
救
出
救
護
訓
練
⑨
体
験
・

見
学
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課

（
☎
22
‐
９
１
９
１
）
へ

住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
り

扱
い
や
外
国
人
住
民
の
手
続
き
が

変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
市
外

に
転
出
し
て
も
継
続
し
て
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▼
外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民
票

の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
外
国
人
住
民
の
方
に
も
転
出
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　
交
換
実
施
時
に
は
、
事
前
に
各

戸
に
通
知
し
ま
す
。

交
換
予
定
地
区
　
橘
・
桑
野
・
大

潟
・
中
林
・
横
見
・
上
中

交
換
予
定
期
間
　
８
月
～
平
成
25

年
１
月

水
道
料
金
の
納
期
内
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
水
道
事
業
は
市
民
の
皆
様
の
水

道
使
用
料
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
水
は
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

水
道
使
用
時
は
必
ず
届
け
出
し

て
く
だ
さ
い

　
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
使
用
さ

れ
た
場
合
は
、
過
料
等
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
水
道
部
業
務
課

（
☎
22
‐
０
５
８
７
）
へ

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

　
消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
応
急

手
当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
）を
学
び
ま
せ
ん
か
。

上
級
救
命
講
習
　
９
月
９
日
㈰
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所
　
消
防
本
部
３
階
　
ホ
ー
ル

定
員
　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
市

消
防
本
部
（
☎
22
‐
１
１
２
０
）
へ

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
　
９
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮
の

２
日
間
　
午
前
９
時
20
分
～
午
後

４
時
30
分

場
所
　
消
防
本
部
３
階
　
ホ
ー
ル

定
員
　
60
人

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
別
途

テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円
必
要
。

当
日
斡
旋
）。

申
込
期
間
　
８
月
10
日
㈮
～
９
月

12
日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
22
‐
３
７
９
９
）
へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　
奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

申
請
方
法
　
申
込
書
（
総
務
課
備
え

付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
付
要
件
　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）
▼
高
等
学
校

（
通
信
課
程
を
除
く
・
高
等
専
門
学

校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）
１
万
円

以
内
▼
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５
年

生
）
３
万
円
以
内
▼
大
学
お
よ
び

専
修
学
校
（
高
等
課
程
お
よ
び
一

般
課
程
を
除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員
　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
専
４
・
５
年

生
）
お
よ
び
専
修
学
校
５
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は
　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22
‐
３
２
９
９
）
へ

QA

QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
夫
が
病
気
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

夫
の
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が

不
安
で
す
。
何
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

国
民
年
金
加
入
中
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支

え
ら
れ
て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」

ま
た
は
「
子
」
に
、
子
が
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
（
一
定
の
障

が
い
の
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

の
間
）、
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、保
険
料
納
付
済
期
間（
免

除
期
間
含
む
）
が
３
分
の
２
以

上
ま
た
は
直
近
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22 

― 

１
１
１
８
）
へ
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男
女
共
同
参
画
審
議
会

「
公
募
委
員
」
を
募
集

　
現
行
の
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
が
平
成
25
年
度
で
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
以

降
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
重

要
事
項
を
調
査
、
審
議
し
て
い
た

だ
く
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
24
年
８
月
現
在
）

▼
阿
南
市
男
女
共
同
参
画
の
策
定

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

▼
平
日
の
会
議
（
年
２
～
５
回
程

度
）
に
出
席
で
き
る
方

▼
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

募
集
人
員
　
３
人

任
期
　
平
成
24
年
９
月
か
ら
２
年

間
を
予
定

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

（
人
権
男
女
参
画
課
備
え
付
け
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
阿
南
市

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進
め

る
た
め
の
考
え
方
お
よ
び
応
募
の

動
機
」（
原
稿
用
紙
１
０
０
０
字

程
度
）
を
添
付
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ルjosei

@
city.anan.tokushim

a.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
阿
南
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
公
募
委
員
選
考
委
員
会

で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
15
日

㈬提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
人
権
男
女
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

《
男
性
料
理
教
室（
後
期
）》

　
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
男
性
も
仕
事

だ
け
で
は
な
く
、
女
性
と
と
も
に

料
理
な
ど
の
家
事
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
料
理
を
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
方
も
基
礎
か
ら
学

べ
ま
す
。
お
い
し
い
料
理
を
作
っ

て
楽
し
く
食
事
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
９
月
25
日
㈫
・
10
月
２
日

㈫
・
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
11
月
６

日
㈫
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階
　
グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員
　
20
人

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法
　
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

　
就
任
ご
あ
い
さ
つ

新
教
育
長
　
新
居
　
正
秀

　
盛
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
７
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
教
育
委
員
会
教
育

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
の
基
本
は
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

し
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
準
備
す
る
た
め
の
営
み
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
実
践
こ
そ

が
、
ひ
い
て
は
人
権
教
育
、
防

災
教
育
、
学
力
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　
課
題
山
積
の
中
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
不
断
の
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
前
任
者
同
様
に
、
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
退
任
ご
あ
い
さ
つ

前
教
育
長
　
田
上
　
勝
義

　
市
民
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
の

御
事
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
私
こ
と
６
月
末
を
も
ち

ま
し
て
任
期
満
了
に
よ
り
教
育

委
員
会
教
育
長
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
積
す
る

教
育
課
題
の
中
、
心
苦
し
く
思

い
ま
す
が
、
２
期
８
年
、
岩
浅

市
長
様
は
じ
め
市
理
事
者
、
市

議
会
、
各
種
団
体
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
光

の
ま
ち
阿
南
の
市
民
と
し
て
誇

り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
幸

せ
と
阿
南
市
な
ら
び
に
阿
南
市

教
育
の
発
展

を
祈
念
し
て

退
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

第
74
号

阿南市人権教育・啓発市民講座
日時　８月21日㈫　14：00 ～ 15：30
場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　阿南市人権教育・啓発講師団講師　　
　　　酒井勝治さん
演題　人権について
問い合わせは　人権・男女参画課
　　　　　　　（☎ 22 ‐ 3094）へ
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平
和
を
祈
り
１
分
間
の
黙
と
う
を

　
昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
、
核
も
戦

争
も
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
、

家
庭
や
職
場
お
よ
び
地
域
で
１
分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
　
８
月
６
日
㈪
午
前
８
時
15
分

長
崎
　
８
月
９
日
㈭
午
前
11
時
２
分

終
戦
　
８
月
15
日
㈬
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
課

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

子
ど
も
の
非
行
防
止
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　
夏
休
み
期
間
中
、
子
ど
も
が
非

行
に
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地

域
社
会
全
体
で
厳
し
く
も
温
か
い

目
で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
対
し
、
身
の
回
り
に
は

常
に
自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

い
る
「
大
人
の
目
」
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成24年6月分合計　カッコ内は１月からの累計

件　　 数
死　　 者
負 傷 者
件 数
搬 送 人 数
件 数
損 害 額

201件（1,292）
0人（ 1）
31人（ 177）
226件（1,614）
217人（1,543）
2件（ 13）
619千円

（8,224千円）

交 通 事 故

救　　 急

火　　 災

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

住
宅
修
理
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！

　
電
話
や
訪
問
で
「
火
災
保
険
で

家
の
修
理
が
で
き
る
。
無
料
で
申

請
等
を
手
伝
う
」
な
ど
と
勧
誘
さ

れ
る
住
宅
修
理
工
事
契
約
に
つ
い

て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害

が
、
火
災
保
険
の
補
償
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

消
費
者
が
多
い
点
に
着
目
し
た
勧

誘
方
法
で
、
最
終
的
に
住
宅
修
理

工
事
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を
受

け
た
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
損
害
保

険
会
社
か
代
理
店
に
連
絡
し
、
保

険
金
支
払
い
の
対
象
と
な
る
か
、

申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事

を
依
頼
す
る
際
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
24
‐
３
２
５
１
）
へ

シ
リ
ー
ズ
環
境
と
く
ら
し
（
№
24）

生
物
多
様
性
と
は

「
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な

個
性
の
つ
な
が
り
の
こ
と
」

　
地
球
上
の
生
き
も
の
は
、
40
億

年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応
し
て
進
化

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
生
命
は
全

て
直
接
に
、
間
接
的
に
支
え
あ
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化

に
よ
っ
て
、
地
球
上
に
住
む
人
間

や
野
生
の
動
物
（
ク
マ
な
ど
）・

野
鳥
（
ツ
バ
メ
な
ど
）・
植
物
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
深
刻
な
現
状
を
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
認
識
し
、
共
に
環
境
問

題
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

生態系の構成要素
（野性動植物とそれを取り囲む、水、大気、土、太陽エネルギー）

人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集
　同和問題をはじめ女性の人権、子どもの人権、高齢者の人
権、障がい者の人権など、さまざまな人権問題の解決をめざ
す啓発活動の一環として、人権啓発標語・ポスターおよび人
権作文を募集します。

応募資格　市内に在住・在勤の方、または市内の学校に通学
する児童および生徒
応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門②中学年（３
･ ４年）部門③高学年（５･ ６年）部門④小学校特別支援学級・
阿南支援学校小学部低学年（１･ ２年）部門⑤同中学年（３・
４年）部門⑥同高学年（５･ ６年）部門

【中学校】⑦中学校部門⑧中学校特別支援学級・阿南支援学校
中学部部門

【高等学校】⑨高校・高専部門⑩阿南支援学校高等部部門
【一般】⑪市民（ＰＴＡを含む）
応募規定　作品は自作で未発表のものとします。ポスターは、
四つ切り画用紙を使用してください。作文は400字詰原稿用
紙を使用してください。小学生は３枚程度（低学年は２枚程
度）、それ以外の方は４枚程度
募集期間　９月６日㈭ 必着
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、
最優秀・特選については本人（児童・生徒は学校）に通知しま
す。
表彰等　最優秀および特選に選ばれた方には、12月に開催予
定の表彰式で賞状および賞品を贈呈します。また、人権作文
の最優秀作品は表彰式当日に発表していただく予定です。な
お、最優秀・特選作品は、市ホームページで紹介するほか、
人権教育・啓発資料や物品等に活用させていただきます。
提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22‐3094）へ
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災
害
時
に
備
え
、
普
段
か
ら
非

常
持
出
袋
や
非
常
備
蓄
品
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

  

非
常
持
出
品

•
貴
重
品
（
現
金
・
預
貯
金
通
帳
・

印
鑑
・
免
許
証
・
健
康
保
険
証

な
ど
）

•
非
常
食
品
（
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
・

栄
養
補
助
食
品
・
ド
ラ
イ
フ
ー

ズ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

水
筒
・
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）

•
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
応
急
医
薬
品
（
ば

ん
そ
う
こ
う
・
傷
薬
・
包
帯
・

胃
腸
薬
・
鎮
痛
剤
・
解
熱
剤
・

目
薬
な
ど
）

　
※
予
備
電
池
は
多

め
に
用
意
す
る
。

　
※
持
病
の
あ
る
人

は
、
常
備
薬
も
準

備
す
る
。

•
そ
の
他
の
生
活
用

品
（
下
着
・
上
着
・

靴
下
・
タ
オ
ル
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・
雨
具
・
生

理
用
品
な
ど
）

  

非
常
備
蓄
品

•
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
㍑
が
目

安
）

•
非
常
食
品
（
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
・

栄
養
補
助
食
品
・
ド
ラ
イ
フ
ー

ズ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

水
筒
・
ア
ル
フ
ァ
米
・
飴
な
ど
）

•
燃
料
類
（
携
帯
卓
上
コ
ン
ロ
や

固
形
燃
料
）

•
そ
の
他
の
生
活
用
品
（
毛
布
・

寝
袋
・
洗
面
用
具
・
鍋
・
や
か
ん
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
カ
イ

ロ
・
ロ
ー
プ
・
ラ
ッ
プ
・
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
・
新
聞
紙
（
燃
料
や

防
寒
）
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課

（
☎
22
‐
９
１
９
１
）
へ

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

非
常
持
出
袋
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

競技名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス
8/18

南部健康運動公園
7/30 中学生（女子）

8/20 7/30 中学生（男子）
9/2 8/20 一般（高校生含む）・シニア

硬 式 テ ニ ス

8/19 南部健康運動公園 8/12 小学生・中学生
9/15 阿南高専はつらつランドコート 9/6 高校生
9/23

南部健康運動公園
9/15 一般

10/7 9/29 シニア
バ ド ミ ン ト ン 8/26 スポーツ総合センター 7/25 市内在住または通勤・通学者
水 泳 9/1 サンアリーナ温水プール 8/21 小学生・中学生・高校生・一般
相 撲 9/2 椿町中学校相撲場 8/10 市内小・中学生
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 9/2 那賀川スポーツセンター 8/22 協会加入の各団体および招待チーム
バ レ ー ボ ー ル 9/2 スポーツ総合センター 8/23 14 地区体協対抗（男・女）
銃 剣 道 9/2 阿南工業高等学校　体育館 8/25 市内在住または通勤・通学者
ソ フ ト ボ ー ル 9/2・9 那賀川河川敷グラウンド 8/13 一般男子・レディース
ゲ ー ト ボ ー ル 9/7 林崎コート 8/10 協会加入の団体（クラブ）
陸 上 9/8 阿南工業高等専門学校 8/20 小学生・中学生・高校生・一般・中高齢者
民踊・フォークダンス 9/8 文化会館 市民民踊愛好者
柔 道 9/9 武道館 9/2 幼児・小学生・中学生・高校生・一般
バ ウ ン ド テ ニ ス 9/9 スポーツ総合センター 9/3 市内在住または通勤・通学者

軟 式 野 球 9/9・16 阿南市民グラウンド
南部ふるさとふれあい運動公園 8/25 一般・壮年（地区体協対抗）

剣 道 9/17 那賀川スポーツセンター 9/5 小学生・中学生・高校生
卓 球 9/23 スポーツ総合センター 9/14 市内在住または通勤・通学者
グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 10/2 橘港中浦緑地 9/18 協会加入の各団体（クラブチーム）
サ ッ カ ー 10/6・7 富岡小学校グラウンド 小学生
弓 道 10/7 B&G 那賀川海洋センター武道館 9/14 高校生・一般
ホ ッ ケ ー 10/28 阿南工業高校ホッケー場 10/21 小学生・中学生・高校生・一般
ラグビーフットボール 11/24 よんでん Wa ンダーランド 11/17 小学生
体 操 12/16 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生

阿南市体育祭のお知らせ

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ
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阿南市職員採用試験のお知らせ

第一次試験日は、 全職種　10月14日㈰

平成25年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者はお申し込みください。

申込期間　８月27日㈪～９月11日㈫
申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申し込みください。
　　　　　（申込書は８月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
　　　　　なお、試験案内及び申込書は阿南市ホームページ「採用情報募集」からダウンロードできます。
　　　　　郵便でのお申し込みは、必ず「書留郵便」として、９月11日㈫消印のものまで有効です。
　　　　　試験区分・受験資格等は下記表のとおりです。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

注　意　１　申込みできる「試験区分」は一つに限ります。
　　　　２　上級一般行政事務職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　３　上級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　４　保育士及び幼稚園教諭の教養試験及び専門試験は、短期大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　５　初級一般行政事務職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は、筆記による事務適性検査です。
　　　　６　初級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。
　　　　７　上級消防職員の教養試験は、大学卒業程度の筆記試験で、初級消防職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、
　　　　　　適性検査は、筆記による消防適性検査です。
　　　　８　第二次試験は、第一次試験の合格者のみ行い、11 月下旬ごろに行う予定です。
　　　　※　採用試験に関する詳細については、必ず「試験案内」により確認してください。

試験区分・受験資格等
試　験　区　分 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一 般 行 政 事 務 職 員

上 級 10人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者

初 級 ５人程度
昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。

土 木 技 術 職 員

上 級 ２人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者

初 級 １人程度
昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。

保 育 士 ５人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、保育士資格を有する者及び
平成25年３月31日までに当該資格を取得する見込みの者

幼 稚 園 教 諭 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、幼稚園教諭免許を有する者
及び平成25年３月31日までに当該免許を取得する見込みの者

消 防 職 員

上 級 ３人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者
採用後は、市内に居住することを必要とします。

初 級 ２人程度

昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。採用後は、市内に居住する
ことを必要とします。
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八
丈
島
と
の
野
球
交
流
を
通
し
て

阿
南
つ
ど
い
ク
ラ
ブ
　
主
将
　
萩
原 

宏
昭 

さ
ん（
67
歳
・
上
大
野
町
）

　
５
年
前
、
高
島
監
督
の
人
柄
と
「
生
涯

現
役
で
野
球
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
言
葉

に
惹
か
れ
、
寄
り
集
ま
っ
た
10
数
名
の
元

小
中
校
長
経
験
者
で
結
成
し
た
の
が
「
阿

南
つ
ど
い
ク
ラ
ブ
」で
あ
る
。
発
足
以
来
、

監
督
の
適
所
に
適
材
を
使
う
と
い
う
名
采

配
に
チ
ー
ム
力
も
上
が
り
「
勝
つ
野
球
」

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
今
年
、
初
め
て
県
外

遠
征
の
機
会
が
訪
れ
る
。
そ
れ
も
阿
南
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
「
八
丈
町
」
と
の

交
流
の
橋
渡
し
と
し
て
。

　
５
月
19
日
、
そ
の
日
は
や
っ
て
き
た
。

徳
島
空
港
を
朝
、
飛
び
立
ち
、
羽
田
空
港

で
乗
り
換
え
、
紺
碧
の
黒
潮
に
抱
か
れ
た

八
丈
島
の
全
景
を
窓
越
し
に
見
な
が
ら
昼

過
ぎ
に
着
い
た
。

　
到
着
ロ
ビ
ー
で
は
町
職
員
や
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
の「
八
丈
島
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

の
温
か
い
出
迎
え
を
受
け
、
旧
交
を
温
め

合
う
。
ま
た
幸
運
に
１
年
に
７
日
か
ら
10

日
間
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
い
う
「
快
晴
」

に
も
恵
ま
れ
る
。

　
南
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
は
八
丈
富

士
を
背
中
に
、
ま
た
、
正
面
に
は
暖
流
黒

潮
の
香
り
と
そ
の
向
こ
う
に
八
丈
小
島
を

見
る
絶
景
の
場
所
に
あ
る
。
５
月
３
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
全
天
候
型
、
内

外
野
と
も
全
面
、
人
工
芝
の
す
ば
ら
し
い

球
場
で
あ
る
。

　
落
ち
着
く
間
も
な
く
、
岩
浅
市
長
の
始

球
式
で
試
合
開
始
。
１
回
表
、
好
走
塁
で

幸
先
良
く
１
点
を
と
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
そ
の
裏
、
私
が
自
信
を
持
っ
て
投
げ

込
ん
だ
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の
低
め
の
速
球
を

も
の
の
見
事
に
セ
ン
タ
ー
に
打
ち
返
さ

れ
、
同
点
に
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
互
角
で

試
合
は
進
み
、
最
終
回
、
四
球
を
与
え
た

こ
と
か
ら
失
策
が
失
策
を
呼
び
、
５
人
の

チ
ア
ガ
ー
ル
の
声
援
も
む
な
し
く
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
。
し
ば
し
の
休
息
の
後
、
２
試
合

目
は
大
差
で
勝
利
。
１
勝
１
敗
で
親
善
試

合
は
終
了
。

　
そ
の
夜
、
ホ
テ
ル
で
の
交
流
会
に
は
町

長
を
は
じ
め
総
勢
40
数
名
の
役
職
の
方
が

参
加
。
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
八
丈
太

鼓
」
の
勇
壮
な
響
き
に
感
動
し
、
明あ
し

日た

葉ば

を
主
に
し
た
郷
土
料
理
を
堪
能
す
る
。
町

あ
げ
て
の
歓
待
ぶ
り
に
、
飲
め
な
い
者
で

も
、
思
わ
ず
焼
酎
の
「
黒
潮
」
を
ぐ
い
ぐ

い
と
!
座
も
一
層
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
「
阿
波
お
ど
り
」
で
返
礼
。
団う
ち

扇わ

に
、

は
ち
ま
き
、
会
場
は
乱
舞
の
渦
。
あ
っ
と

い
う
間
の
２
時
間
。
こ
の
後
、
町
で
用
意

し
て
く
れ
た
二
次
会
に
繰
り
出
し
、
さ
ら

に
親
交
を
深
め
た

こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　
次
の
日
の
夕
方
、

多
く
の
方
の
見
送

り
を
受
け
て
機
上

の
人
に
。
八
丈
の
人

た
ち
の
人
情
は
本

当
に
厚
～
い
。

　「
八
丈
島
の
文
化

は
、
黒
潮
が
も
た
ら

し
た
漂
流
・
漂
着
、

そ
し
て
流
人
の
文
化
」
と
言
わ
れ
る
。
島

の
人
た
ち
の
包
み
込
む
よ
う
な
温
か
さ
は

い
ろ
ん
な
船
や
流
人
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
き
た
と
い
う
懐
の
深
い
歴
史
が
あ
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。

　
昨
年
「
野
球
観
光
ツ
ア
ー
」
で
来
市
、

そ
こ
で
初
め
て
縁
が
で
き
、
今
回
八
丈
町

を
訪
問
し
て
よ
り
深
い
つ
な
が
り
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
野
球
交
流
が
も
た
ら

し
た
八
丈
島
と
阿
南
市
の
縁
。
こ
の
深

ま
っ
た
絆
を
よ
り
大
事
に
す
る
と
と
も
に

私
た
ち
は
八
丈
島
の
人
々
・
自
然
な
ど
か

ら
学
ん
だ
多
く
の
収
穫
を
野
球
だ
け
で
な

く
多
方
面
に
生
か
す
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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日
本
中
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
優

勝
か
ら
１
年
余
り
。
次
は
、
ヤ
ン
グ
な
で

し
こ
が
世
界
の
頂
点
を
め
ざ
す
。

　

８
月
18
日
か
ら
日
本
で
開
催
さ
れ
る

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｕ
‐
20
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２
に
出
場
す
る
日
本
代

表
候
補
に
、
阿
南
市
出
身
で
常
盤
木
学

園
高
等
学
校
３
年
の
道
上
彩
花
選
手
が

選
ば
れ
た
。

　

み
ち
の
く
東
北
の
地
で
、
亡
き
兄
の
思

い
と
と
も
に
夢
を
追
い
か
け
る
若
き
ス
ト

ラ
イ
カ
ー
を
紹
介
す
る
。

　
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
は
外
国
人
相
手
で
も

当
た
り
負
け
し
な
い
自
信
は
あ
り
ま
す
」

　

恵
ま
れ
た
体
格
を
生
か
し
た
ド
リ
ブ
ル

突
破
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
や
ポ
ス
ト
プ
レ
ー

を
得
意
と
す
る
。
今
年
か
ら
正
式
種
目

に
な
っ
た
全
国
高
校
総
体
で
は
、
東
北

代
表
と
し
て
初
代
女
王
の
座
を
狙
う
。

一
方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
（
な
で
し
こ

２
部
リ
ー
グ
）
で
は
21
得
点
を
稼
ぎ
、

得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
活
躍
を
み
せ
て

い
る
。
６
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
と
の
Ｕ
‐
20
国
際
親
善
試
合
で
は
、

Ｆ
Ｗ
で
フ
ル
出
場
し
、勝
利
に
貢
献
。
フ
ィ

ジ
カ
ル
面
で
外
国
人
選
手
に
劣
る
日
本

チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
頼
も
し
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

　

道
上
選
手
は
、
高
校
２
年
の
時
か
ら

Ｕ
‐
20
日
本
代
表
候
補
選
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
常
に
上
を
め
ざ
し
挑
戦
し

続
け
る
飽
く
な
き
精
神
は
、
多
感
な
小

中
時
代
に
培
わ
れ
た
。

　

３
学
年
上
の
兄
の
影
響
を
受
け
、
小

学
２
年
の
時
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
。「
最

初
は
ボ
ー
ル
を
蹴
る
だ
け
で
楽
し
か
っ

た
。」
と
、
す
ぐ
に
の
め
り
込
ん
だ
。
小

学
時
代
は
今
津
Ｓ
Ｃ
で
プ
レ
ー
し
、
中
学

で
は
男
子
部
員
に
混
じ
っ
て
練
習
に
打
ち

込
ん
だ
。「
上
を
め
ざ
す
な
ら
こ
こ
し
か

な
い
」
と
、
鳴
門
ポ
ラ
リ
ス
Ｌ
Ｆ
Ｃ
に
も

入
団
し
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の

競
技
力
を
磨
い
た
。
当
時
を
知
る
岸
本 

徹
コ
ー
チ
は
、「
負
け
ん
気
の
強
さ
と
サ
ッ

カ
ー
へ
の
情
熱
は
人
一
倍
だ
っ
た
。」
と
評

す
る
。
そ
し
て
中
学
１
年
の
夏
、
全
日

本
女
子
ユ
ー
ス
（
Ｕ
‐
15
）
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
で
い
き
な
り
の
準
優
勝
。「
全

国
２
位
に
な
れ
た
こ
と
で
自
信
が
つ
い
た

し
、
ま
だ
ま
だ
上
に
い
け
る
だ
ろ
う
な
っ

て
思
い
ま
し
た
」。
こ
の
経
験
が
、
そ
れ

ま
で
全
国
大
会
と
は
無
縁
だ
っ
た
道
上

選
手
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
さ
ら
な
る
高
み

へ
と
導
い
た
。

　

高
校
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
界
の
名
門
・

常
盤
木
学
園
高
校
を
志
望
し
た
。「
試
合

を
見
た
時
か
ら
、
ほ
か
の
高
校
に
行
く
気

に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
即
断
。
厳
し

い
環
境
に
す
す
ん
で
身
を
置
く
姿
勢
は
両

親
も
感
心
す
る
ほ
ど
。「
初
め
の
頃
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、ま
わ
り
の
意
識
が
高
か
っ

た
の
で
自
分
も
負
け
な
い
よ
う
に
と
」。
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
「
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
き

つ
い
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
、
道
上
選
手
ら
し
い
言
葉
が

並
ぶ
。

　

親
元
を
離
れ
、
精
神
的
に
も
強
く
な
っ

た
と
い
う
。「
今
、
私
が
サ
ッ
カ
ー
で
き
て

い
る
の
は
両
親
の
お
か
げ
。
夢
を
叶
え
て

恩
返
し
し
た
い
。」と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　

道
上
選
手
に
は
、
早
世
し
た
兄
に
誓
っ

た
夢
が
あ
る
。
小
学
５
年
の
時
、
兄
を

急
病
で
亡
く
し
た
。
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し

が
れ
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
に
背
を
向
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
２
人
で

一
緒
に
日
本
代
表
に
入
ろ
う
と
言
っ
て
い

た
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
頑
張
ら

な
け
れ
ば
…
」
と
、
小
さ
な
心
を
奮
い
立

た
せ
、代
表
候
補
に
ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。

　
「
目
標
は
あ
く
ま
で
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
。４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
、

し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

涙
で
に
じ
ん
だ
夢
は
、
６
年
余
り
経
っ

た
今
、
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
る
。
試
合

で
使
う
す
ね
当
て
は
兄
の
形
見
。
夢
の
大

舞
台
で
兄
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
の
喜
び
を
分

か
ち
合
う
日
は
近
い
。

　

が
ん
ば
れ
！
道
上
選
手
。

～みちのく東北の地で夢追う18歳～輝く
阿南人
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Profile
みちがみ・あやか 
　 小 学２年 からサッカーを 始 め、
FW としてプレー。中学では鳴門ポ
ラリス LFC に入団。高校は、女子
サッカー界の名門・常盤木学園高等
学校に進学。高校２年から日本代表
候補選手として活躍。FIFA U － 20
女子ワールドカップジャパン 2012 の
日本代表候補にも選ばれる。将来
の目標は、なでしこジャパンに入り、
オリンピックで金メダルを取ること。

1994.7.27（18歳）
身長170cm ／ 65kg
阿南市那賀川町出身
宮城県仙台市在住
常盤木学園高等学校３年　
ＦＷ　背番号10

道
上  

彩
花 

選
手

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｕ
︱
20
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２

ヤ
ン
グ
な
で
し
こ 

日
本
代
表
候
補 

FW

A y a k a  M i c h i g a m i

兄
の
分
ま
で
頑
張
る
!  

日
本
代
表
候
補
FW



阿南市宝田町在住。78歳。
16歳から写真を始める。20歳の時に二科展写真部門で
県内から初入選を果たす。平成12年刊行の写真集「黒
白のメッセージ」で県出版文化賞を受賞。平成22年の
全国公募写真展「第35回視点」（日本リアリズム集団な
ど主催）では、カラー６枚組の作品「終の住処」で第２
席にあたる奨励賞に、「第36回視点」では、カラー８枚
組の作品「茫茫」で第３席に当たる優秀賞を受賞。現在、
日本リアリズム写真集団徳島支部長、阿南市美術協会写
真部長を務める。

写真家 木田英之 さん

　
写
真
を
始
め
た
昭
和
25
年
ご
ろ
の
暮

ら
し
は
、
今
ほ
ど
豊
か
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
地
域
の
温
も

り
を
感
じ
ま
し
た
。
貧
し
く
も
力
強
く

生
き
る
人
々
、
け
な
げ
に
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
…
。
そ
ん
な
地
域
の
営
み
や
人
間

の
深
み
あ
る
表
情
に
魅
力
を
感
じ
、
60

年
余
り
人
物
写
真
を
撮
り
続
け
て
き
ま

し
た
。

　
人
々
の
暮
ら
し
は
時
代
と
と
も
に
変

遷
し
、
今
で
は
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
不

審
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
い
じ
ら
し
さ
、
か
わ
い
ら
し
さ
、

い
や
ら
し
さ
、
か
な
し
さ
と
い
っ
た
人

の
生
き
る
姿
を
撮
る
の
が
や
っ
ぱ
り
い

い
で
す
ね
。

　
　

俳
句
と
の
競
演
に
も
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が

　
写
真
と
俳
句
の
競
演
を
始
め
た
の
は

６
年
ほ
ど
前
。
私
は
句
を
詠
み
ま
せ
ん

が
、
所
属
す
る
日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真

集
団
で
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
高
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

写
真
家
で
あ
り
な
が
ら
俳
句
で
名
を
馳

せ
た
人
も
い
る
ぐ
ら
い
写
真
と
俳
句
は

密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
関
係

は
と
て
も
微
妙
で
、
不
即
不
離
の
程
よ

い
距
離
感
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
見
、
何
の
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え

て
も
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
が
同

じ
で
あ
れ
ば
、
俳
句
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
写
真
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
り
、

写
真
を
俳
句
が
引
き
立
て
た
り
と
、
相

乗
効
果
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

写
真
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
ア

イ
デ
ア
は
あ
り
ま
す
か

　
阿
南
の
魅
力
が
写
し
出
さ
れ
た
数
々

の
作
品
は
、
貴
重
な
財
産
と
し
て
将
来

に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
事

業
を
き
っ
か
け
に
、
伝
統
文
化
や
観
光

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
新
た
な
事
業

の
展
開
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
俳
句
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
い

ま
す
が
、
写
真
の
持
つ
力
を
最
大
限
に

活
用
し
た
い
も
の
で
す
。私
と
し
て
は
、

ど
こ
に
で
も
持
っ
て
い
け
る
よ
う
な
小

冊
子
を
作
っ
て
、
阿
南
市
の
Ｐ
Ｒ
に
役

立
て
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

応
募
作
品
に
寄
せ
る
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
阿
南
風
景
百
選
は
、
単
に
写
真
の
技

術
を
競
う
も
の
で
は
な
く
、
写
真
を
通

し
て
ま
ち
の
再
発
見
や
ふ
る
さ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
ま

す
。
従
来
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
使
わ
れ
て
き

た
絶
景
写
真
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
の

中
に
息
づ
く
温
も
り
や
き
ず
な
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
写
真
も
あ
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
い
い
な
と
思
う
写
真
が
撮

れ
た
ら
、
そ
れ
が
携
帯
写
真
で
も
構
わ

な
い
の
で
、ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

少
な
く
と
も
１
０
０
０
点
は
集
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
は
、
阿
南
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
市
外
の
方
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
も
県
内
の
塾
生
た
ち
に
ち

ら
し
を
配
布
し
て
参
加
を
呼
び
掛
け
て

い
る
と
こ
ろ
。
時
々
、「
ど
こ
を
撮
っ

た
ら
え
え
」
と
か
「
こ
の
写
真
を
み
て

く
れ
へ
ん
で
」
と
か
聞
か
れ
ま
す
が
、

さ
す
が
に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。
見
た

ら
先
入
観
を
持
っ
て
し
ま
う
の
で
ね
。

（
笑
）

　四季の風景を題材にした次の４部門
で写真を受け付けます。入選者には賞
状と賞金が贈られます。
　●春の風景　●夏の風景
　●秋の風景　●冬の風景

撮影期間　平成24年４月１日～
　　　　　平成25年３月31日
応募期間　平成25年４月１日～ 19日
応募点数　１人１部門３点以内

※くわしくは、阿南市ホームページを
ご覧いただくか、担当課までお問い合
わせください。
問い合わせは　商工観光労政課
　　　　　　　（☎22−3290）へ

応
募
作
品
に
寄
せ
る
期
待

技術を競わず
阿南の魅力を再発見したい

「
阿
南
風
景
百
選
」
審
査
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

60
年
余
り
の
写
真
家
人
生
を
振

り
返
り
、
今
思
う
こ
と
は

｜

｜

｜

｜

写真は心の投影
一期一会の感動を伝えて
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※くわしくは、阿南市ホームページを
ご覧いただくか、担当課までお問い合
わせください。
問い合わせは　商工観光労政課
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期
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阿南の魅力を再発見したい

本名：水井紘子（旧姓：谷中）・阿南市出身、東京都中央
区在住。35歳。
昭和52年7月13日、阿南市に生まれ、中野島小学校卒
業まで阿南市にて育つ。俳人である母・谷中隆子（藍花
俳句会主宰）のすすめで13歳から俳句を始める。ペン
ネームを大高 翔とし、執筆活動を中心に講演やテレビ
出演、校歌作詞などで幅広く活動。海外でも、日本語
や日本文化の魅力を伝える活動を開催。平成22年度に
は徳島県阿波文化創造賞を受章。

俳人 大高  翔 さん

　
上
京
し
て
17
年
に
な
り
ま
す
が
、
生

ま
れ
育
っ
た
阿
南
の
風
景
は
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
に
よ

く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
北
の
脇
海

岸
、
椿
泊
の
港
町
、
母
と
よ
く
行
っ
た

お
寺
な
ど
…
。
塾
の
帰
り
に
バ
ス
の
中

で
寝
過
ご
し
て
終
点
の
椿
泊
で
降
り
た

こ
と
は
懐
か
し
い
思
い
出
。
そ
の
時
、

椿
泊
の
皆
さ
ん
に
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
阿
南
の
風
景
を
一
言
で
い
え
ば
、「
雄

大
さ
、
な
つ
か
し
さ
」
で
し
ょ
う
か
。

阿
南
の
海
の
色
を
思
う
と
、
心
が
広
々

と
し
て
落
ち
着
き
ま
す
。

　
東
京
や
外
国
で
出
会
っ
た
人
た
ち

に
、「
太
陽
を
浴
び
て
育
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
阿
南
は
い
い
と
こ
ろ
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。」
と
言
わ
れ
、嬉
し
く
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
阿
南
の
す
ば
ら

し
い
自
然
に
育
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

俳
句
と
写
真
、
ど
こ
か
共
通
点

は
あ
り
ま
す
か

　
写
真
と
俳
句
は
、「
瞬
間
を
切
り
取

る
」
点
で
似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
対
し
て
、
短
歌
と
映
像
の
視
点
が

似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真

と
俳
句
は
、
一
定
の
枠
の
中
で
、
い
か

に
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
か
が

魅
力
で
す
ね
。

　
　
つ
ま
り
、
見
る
人
の
感
性
が
写

真
や
俳
句
に
表
れ
る
の
で
す
ね

　
知
っ
て
い
る
は
ず
の
風
景
な
の
に
、

句
を
詠
む
こ
と
で
新
た
な
も
の
に
出
会

え
る
、
そ
ん
な
期
待
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
風
景
で
も
、詠
む
人
の
年
齢
や
性
格
、

そ
の
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ど
で

句
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
あ
る
が
ま
ま

を
詠
ん
で
も
、
そ
の
時
の
心
が
投
影
さ

れ
る
の
が
、
俳
句
の
面
白
さ
で
す
。

　
　

写
真
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
何
か

アイ
デ
ア
は
あ
り
ま
す
か

　
写
真
を
見
た
方
々
か
ら
俳
句
を
募
集

し
、「
写
真
俳
句
」
と
し
て
の
作
品
も

で
き
そ
う
で
す
ね
。
阿
南
の
魅
力
を
伝

え
る
ポ
ス
タ
ー
も
で
き
そ
う
で
す
。
応

募
作
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

な
ど
、
阿
南
市
内
外
の
方
た
ち
に
広
く

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
が
あ
れ

ば
、
参
加
さ
れ
る
方
々
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方

が
、
愛
好
者
の
方
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
撮
影
会
な
ど
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
　

応
募
作
品
に
寄
せ
る
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
俳
句
も
同
じ
な
の
で
す
が
、
写
真
を

撮
る
こ
と
で
、
今
の
自
分
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
身
の
回
り
の
風
景
を
何
気
な
く
撮

る
だ
け
で
も
、
一
期
一
会
の
瞬
間
が
切

り
取
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
阿
南
の
す

ば
ら
し
い
自
然
と
出
会
っ
た
感
動
が
、

一
枚
の
写
真
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
俳

句
も
ぜ
ひ
阿
南
で
詠
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
!（

聞
き
手
：
東
京
事
務
所
長 

鈴
江
）

写真は心の投影
一期一会の感動を伝えて

少
な
く
と
も
１
０
０
０
点
は
集
め
た
い
―
。
今
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
―
。

阿
南
風
景
百
選
の
審
査
員
の
お
二
人
か
ら
、
応
募
作
品
に
寄
せ
る
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
季
節
は
夏
、
そ
し
て
秋
、
冬
へ
と
…
。
引
き
続
き
、
阿
南
風
景

百
選
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
阿
南
と
い
え
ば
ど
の
よ

う
な
風
景
を
思
い
出
し
ま
す
か

｜｜

｜｜

｜



　
昨
今
の
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
未
婚
化
・

晩
婚
化
へ
の
取
組
と
し
て
、
独
身
男
女
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
て
結
婚
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
い
こ

う
と
、
婚
活
支
援
に
取
り
組
む
官
民
８
団
体
が
、
７

月
11
日
、「
阿
南
de
愛
隊
」
を
結
成
し
、
第
１
回
目

の
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、８
団
体
11
人
が
出
席
し
、名
称
を
「
阿

南
de
愛
隊
」
に
決
め
た
ほ
か
、
10
月
14
日
㈰
に
開
催

す
る
予
定
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
岩
浅
市
長
は
、「
結
婚
願
望
を
持
つ
未

婚
者
は
、
男
女
と
も
８
割
以
上
に
の
ぼ
り
な
が
ら
出

会
い
の
場
が
無
い
こ
と
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
調
査
で
示
さ
れ
て
お
り
、
出
会
い
の

場
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。「
阿
南
de
愛
隊
」
で
は
、
会
員
向
け

の
研
修
会
や
未
婚
者
向
け
の
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
花
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
、「
岩
脇
公
園
を
美
し
く

志
隊
」
の
皆
さ
ん
と
羽
ノ
浦
こ
ば
と
保
育
所
の

園
児
15
人
が
、
６
月
４
日
、
香
風
台
公
園
（
羽

ノ
浦
町
岩
脇
）で
花
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
園
児
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

日
々
草
な
ど
２
６
０
株
を
約
12
平
方
㍍
の
花
壇

２
カ
所
に
、
地
域
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

１
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
花
が
大
好
き
と
い
う
篠
本
龍
子
ち
ゃ
ん
（
５

歳
）
は
、「
楽
し
か
っ
た
。
元
気
に
育
っ
て
ほ

し
い
で
す
。」と
楽
し
そ
う
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　「
岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊
」
の
新
田
文
一

さ
ん
は
、「
地
域
と
の
触
れ
合
い
や
花
を
大
切

に
す
る
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
日
々
草
の
花
言
葉
は
「
若
い
友
情
」。
花
づ

く
り
を
通
し
て
地
域
の
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

園児と地域住民との間に
咲く友情という名の花　

独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
！

「
阿
南
de
愛
隊
」
を
結
成

消
防
団
加
茂
谷
６
班　
全
国
大
会
へ
！

県
消
防
操
法
大
会
で
悲
願
の
初
優
勝

加
茂
谷
７
班
は
２
回
連
続
優
勝

ニュースオアシス

名称は８案から
多数決で決定。

小型ポンプの部で初優勝した加茂谷６班の皆さん。

▲会議の様子。

【阿南市の成績】
ポンプ自動車の部　優勝　加茂谷７班
小型ポンプの部　　優勝　加茂谷６班
　　　　　　　　　４位　加茂谷１班
地方分会の部　　　優勝　阿南市

　「
第
28
回
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
」
が
、
７
月
22

日
、
徳
島
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
消
防
団
員
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
操
法
競
技
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
行

わ
れ
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
加
茂
谷
７
班
が
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
は
加
茂
谷
６
班
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
加
茂
谷
６
班
は
、
10
月
７
日
に
東
京

都
臨
海
広
域
防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
る
第
23
回
全
国
消
防
操

法
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
の
栄
冠
を
手
に
し
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
加
茂
谷
６
班

の
曽
我
井
和
朗
さ
ん
（
31
歳
・
吉
井
町
）
は
、「
市
の
大
会

で
２
位
に
甘
ん
じ
た
こ
と
で
み
ん
な
の
心
に
火
が
つ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に
な
れ
た
こ
と
が
勝
因
。
全
国
大

会
に
出
る
か
ら
に
は
優
勝
を
め
ざ
し
た
い
で
す
。」
と
、
目

頭
を
熱
く
し
て
い
ま
し
た
。
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花
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
、「
岩
脇
公
園
を
美
し
く

志
隊
」
の
皆
さ
ん
と
羽
ノ
浦
こ
ば
と
保
育
所
の

園
児
15
人
が
、
６
月
４
日
、
香
風
台
公
園
（
羽

ノ
浦
町
岩
脇
）で
花
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
園
児
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

日
々
草
な
ど
２
６
０
株
を
約
12
平
方
㍍
の
花
壇

２
カ
所
に
、
地
域
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

１
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
花
が
大
好
き
と
い
う
篠
本
龍
子
ち
ゃ
ん
（
５

歳
）
は
、「
楽
し
か
っ
た
。
元
気
に
育
っ
て
ほ

し
い
で
す
。」と
楽
し
そ
う
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　「
岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊
」
の
新
田
文
一

さ
ん
は
、「
地
域
と
の
触
れ
合
い
や
花
を
大
切

に
す
る
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
日
々
草
の
花
言
葉
は
「
若
い
友
情
」。
花
づ

く
り
を
通
し
て
地
域
の
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

マムシ被害や水の事故を防ぎたい！
園児と住民が看板で注意喚起

消
防
団
震
災
時
活
動
計
画
を
策
定

14
分
団
で
幹
部
研
修
会
を
実
施長生分団第１班消防詰所で実施された幹部研修会の様子。

　
自
分
や
家
族
の
命
を
最
優
先
と
し
、
そ
の
後
の
基

本
的
な
活
動
を
示
し
た
「
阿
南
市
消
防
団
震
災
時
活

動
計
画
」
が
６
月
に
策
定
さ
れ
、
市
消
防
本
部
に
よ

る
市
内
14
分
団
を
対
象
に
し
た
幹
部
研
修
会
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
６
日
、長
生
分
団
で
行
わ
れ
た
研
修
会
に
は
、

１
班
か
ら
５
班
ま
で
の
班
長
な
ど
９
人
が
参
加
し
て
、

震
度
５
弱
以
上
の
震
災
時
に
お
け
る
消
防
団
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
昨
年
、
独
自
に
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

た
分
団
長
の
中
村
恒
彦
さ
ん
は
、「
消
防
団
員
と
し

て
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　「
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
わ
く
わ
く
学
習
会
」
が
、
７
月
８
日
、
阿
南

市
科
学
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
職
員
で
有
人
宇
宙
環
境
利
用
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部

き
ぼ
う
利
用
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
斎
藤
紀

男
さ
ん
が
、
宇
宙
実
験
棟
き
ぼ
う
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

映
し
な
が
ら
、「
宇
宙
ま
で
の
距
離
は
案
外
近
い
。
将
来
宇

宙
旅
行
も
夢
で
は
な
い
。」
と
話
し
、
参
加
し
た
小
学
４
年

生
か
ら
６
年
生
児
童
39
人
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
宙
環
境
を
学
ぶ
真
空
実
験
で
は
、
カ
ッ
プ
に
風

船
を
入
れ
ふ
た
を
し
て
、
空
気
を
抜
い
て
い
く
と
風
船
が
膨

ら
む
様
子
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
前
川
朔
輝
さ
ん
（
富
岡
小
４
年
）
は
「
実
験
で

宇
宙
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
未
来
が
楽
し
み
に

な
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
は
、
市
教
委
と
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
が
結
ん
だ
「
宇
宙
教
育
活

動
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
く
初
め
て
の
連
携
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
ム
シ
被
害
や
水
難
事
故
が
多
く
な
り
が
ち
な
時
節
を
前

に
、
長
生
町
駐
在
所
所
管
内
地
域
の
阿
南
の
安
全
を
守
る
会

と
長
生
保
育
所
の
園
児
22
人
が
、
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

立
て
看
板
８
枚
を
、
長
生
橋
付
近
の
桑
野
川
の
堤
防
の
外
側

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
看
板
は
、長
生
保
育
所
の
す
み
れ
組
（
５
歳
児
）

の
皆
さ
ん
が
絵
付
け
し
た
縦
横
45
㌢
、
高
さ
１
２
０
㌢
の
木

製
看
板
で
、
マ
ム
シ
が
牙
を
む
い
た
絵
に
「
マ
ム
シ
ち
ゅ
う

い
」
と
書
か
れ
た
も
の
や
、
川
で
溺
れ
て
い
る
子
ど
も
の
絵

に
「
あ
ぶ
な
い
」
と
書
か
れ
た
２
種
類
。
参
加
し
た
芝
山
拓

人
ち
ゃ
ん
（
５
歳
・
長
生
町
）
は
、「
こ
の
看
板
を
見
て
事

故
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

安
全
を
守
る
会
会
長
の
浅
野
青
史
さ
ん
（
63
歳
・
長
生
町
）

は
、「
子
ど
も
た
ち
自
身
の
注
意
喚
起
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。」

と
、
木
槌
を
持
つ
手
に
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

ＪＡＸＡとの初めての連携事業
～宇宙の神秘を体験しょう～
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 ■東儀秀樹×古澤巌　guest.上妻宏光
　 全国ツアー　２０１２　

日　時　９月１日㈯　17：30開場　18：30開演
場　所　市民会館
　「雅楽」の東儀、「西洋音楽」の古澤、「民謡」の上妻。
それぞれの音楽分野で独自の世界を築き、しかも新し
い音楽の世界を創り出している第一人者たち３人による
演奏会を開催します。
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

 ■第10回夢ホールコンサート出演者募集
　 （12月15日、16日開催予定）

応募資格 ①大学・短期大学の音楽科を卒業された方
 ②演奏活動を継続している団体（20歳以上）
演奏種目 器楽、室内楽、声楽
 ※ピアノソロの募集はありません。
演奏形態 独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法 原則として音響楽器を使用しない自然音
演奏時間 15分程度
申込方法 出演申込書（文化会館備え付け）を提出
 してください。
参 加 費 1人1,000円
申込締切日　９月３日㈪　
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

 ■みんなでピアノ物語
　公募による出演者が「ニューヨークスタインウェ
イ」のグランドピアノを演奏します。
日　時　８月18日㈯、19日㈰　11：00開演
※出演者数により開演時間を変更する場合があります。
場　所　文化会館（夢ホール）
入場料　無料
※19日のＢの部（大学音楽科卒業の方）では来場の皆さま
による投票でオーディエンス賞を決定します。ご協力をお
願いします。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

 
 ■“お祭り”　紹介コーナー
　８月から９月にかけて各地で開催される祭りや
伝統行事の一部を紹介します。

※その他の地域についても市のホームページに掲
載していますのでご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

あなん カルチャー

地区名 祭り名 開催時期 開催場所

羽ノ浦町 水神社祭り ８月15・16日 岩脇、古庄

大野地区

惣蔵神社、
八幡神社の神踊り

８月17日 惣蔵神社

８月18日 八幡神社

城内神社秋祭りと
祭文 ９月第２土・日 上大野町

城内神社境内

見能林地区

中林弐社神社
夏祭り ８月上旬 中林町

見能方・石仏八幡
神社秋祭り ９月中旬～下旬 見能林町

見能方・石仏地区

那賀川町
八幡神社秋祭り ９月13～15日 八幡

（八幡神社）

八幡神社秋祭り ９月10・11日 三栗
（八幡神社）

長生町
春日神社秋祭り ９月第３土・日 赤坂

（大原赤坂春日神社）

天神社秋祭り ９月最終の土・日 東天満
（天満宮）

新野町 皇子二所神社
祭礼 ９月21・22日 宮前

（円福寺隣境内）

第
２
回
か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

デ
ジ
カ
メ
で
夏
の
大
三
角
を
撮
ろ
う

日
時
　
８
月
10
日
㈮
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作

が
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
　
30
人

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

夏
休
み
科
学
相
談　
（
無
料
）

　
科
学
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
が
、
夏
休
み

の
理
科
の
宿
題
や
自
由
研
究
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

日
時
　
８
月
５
日
㈰
、
19
日
㈰
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

大
野
本
庄

　
大
野
本
庄
は
大
野
新
庄
が
立
券
さ
れ
る

ま
で
、
大
野
庄
と
称
し
て
い
た
。
庄
域
に

つ
い
て
は
各
論
あ
る
が
、
和
名
抄
の
那
賀

郡
大
野
郷
の
大
部
分
と
思
わ
れ
る
。「
徳

島
県
史
」（
第
二
巻
）
で
は
大
野
本
庄
及

び
大
野
新
庄
を
含
め
て
上
大
野
村
・
中
大

野
村
・
下
大
野
村
と
し
て
い
る
。「
阿
波

庄
園
考
」
で
は
旧
大
野
村
・
中
大
野
村
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
大
野
村
を
除
い

た
説
明
は
な
い
。

　
こ
の
庄
は
宝ほ
う

荘そ
う

厳ご
ん

院い
ん

領
で
、
鎌
倉
初
期

に
は
九
条
兼
実
の
所
領
で
あ
っ
た
。
宝
荘

厳
院
が
本
家
で
、
九
条
家
は
領
家
で
あ
っ

た
。

　
宝
荘
厳
院
は
長
承
元
（
一
一
三
二
）
年

十
月
、
鳥
羽
上
皇
の
御
願
に
よ
っ
て
京
都

白
河
に
お
い
て
建
立
さ
れ
た
御
願
寺
で
あ

る
。
藤
原
季
行
が
知
行
人
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
季
行
は
大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
阿

波
守
に
補
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
在
任
中
に
宝
荘
厳
院
が
建
立
せ
ら

れ
、
季
行
が
大
野
庄
の
寄
進
を
朝
廷
へ
奏

請
し
、
そ
れ
に
よ
り
領
家
職
を
取
得
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
平
治
元
（
一
一
五
九
）
年
閏
五
月
、
宝

荘
厳
院
領
注
進
状
に
よ
る
と
宝
荘
厳
院
御

庄
園
と
し
て
十
二
庄
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
阿
波
国
大
野
庄

季
行
卿
　
米
二
百
五
十
六
石
四
斗
三
升
　

油
四
石
二
斗
四
升
九
合
」
と
あ
る
。
　

　
こ
の
庄
園
は
鳥
羽
上
皇
か
ら
美
福
門
院

へ
譲
ら
れ
、
さ
ら
に
八
条
院
へ
伝
領
さ
れ

た
。
や
が
て
安
嘉
門
院
、
亀
山
上
皇
、
後

宇
多
上
皇
、
昭
慶
門
院
、
後
醍
醐
天
皇
へ

と
伝
領
さ
れ
た
。
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）

年
正
月
二
十
八
日
、
後
醍
醐
天
皇
は
宝
荘

厳
院
領
を
東
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
。

　
貞
和
二（
南
朝
・
正
平
元
＝
一
三
四
六
）

年
四
月
、
東
寺
文
書
に
よ
る
と
、
阿
波
国

守
護
細
川
頼
春
は
、
東
寺
に
は
庄
園
支
配

権
は
な
い
と
唱
え
、
東
寺
雑
掌
が
庄
園
内

へ
入
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
東
寺
は
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
東
寺

雑
掌
光
信
は
朝
廷
へ
守
護
職
の
越
権
横
暴

を
訴
え
出
た
。
朝
廷
（
光
厳
天
皇
）
で
は

早
速
、
幕
府
（
足
利
直
義
）
に
伝
え
、
守

護
の
押お
お

領り
ょ
う

を
停ち
ょ
う

止じ

さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
細

川
頼
春
は
こ
れ
を
無
視
し
、
押
領
し
つ
づ

け
た
。
東
寺
雑
掌
光
信
は
以
後
数
度
に
わ

た
っ
て
鎌
倉
へ
訴
え
続
け
た
。

　
た
と
え
ば
、
貞
和
二
年
卯
月
十
六
日
の

東
寺
文
書
に
よ
る
と
法
印
親
海
か
ら
別
当

法
印
に
対
し
光
信
の
申
状
を
早
々
朝
廷
へ

奏
聞
す
る
よ
う
催
促
し
て
い
る
。
四
月

二
十
一
日
に
は
東
寺
法
務
賢
俊
か
ら
日
野

大
納
言
資
明
に
願
い
出
て
い
る
。
六
月

十
一
日
に
は
資
明
か
ら
前
大
納
言
勧
修
寺

経
顕
に
院
宣
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
七
月

二
十
三
日
に
は
経
顕
か
ら
こ
の
奏
状
を
左

兵
衛
督
足
利
直
義
に
伝
え
て
い
る
。

　
鎌
倉
幕
府
は
成
立
直
後
、全
国
に
守
護
・

地
頭
を
配
置
し
武
力
を
背
景
に
全
国
統
一

を
企
図
し
た
。
守
護
が
武
力
を
も
っ
て
庄

園
全
域
を
押
領
し
た
の
は
珍
し
く
な
く
、

庄
園
主
が
幕
府
に
対
し
て
守
護
の
横
暴
停

止
を
求
め
て
も
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
は

当
然
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を
認
め
れ
ば

幕
府
そ
の
も
の
の
基
盤
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

※
参
考
「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

〈
其
の
77
〉

〈上〉

大野本庄があった上大野町。

第
２
回
夏
休
み
星
空
教
室

　
星
座
早
見
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観

察
し
ま
す
。
小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内

容
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
17
日
㈮
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員
　
親
子
30
組
60
人

参
加
料
　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法
　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

日
時
　

8
月
12
日
㈰
　
午
後
７
時
30
分
～

10
時

参
加
方
法
　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科

学
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天

候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

お
も
し
ろ
実
験　
（
無
料
）　

　
夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20

分
～
、
土
・
日
曜
は
午
前
11
時
～
と
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　
土
・
日
曜
、
夏
休
み
期
間
中
の
午
後
１

時
30
分
～
、
３
時
～
「
今
夜
の
星
空
と
流

れ
星
の
お
話
」

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日
　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪
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私
と
イ
チ
ゴ

　　
わ
が
家
で
は
、
米
と
イ
チ
ゴ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は
昨

年
か
ら
作
り
始
め
ま
し
た
が
、
失

敗
の
連
続
で
し
た
。
苗
を
立
て
て

も
管
理
不
足
で
そ
の
多
く
を
枯
ら

し
て
し
ま
い
悔
し
く
て
眠
れ
な
い

日
々
が
続
き
、

新
た
に
苗
を
購

入
し
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
か
わ

い
い
花
が
咲
き

始
め
、
緑
の
実

が
少
し
ず
つ
膨

ら
み
白
か
ら
赤
へ
と
色
付
い
て
い

く
の
を
見
る
と
、
辛
か
っ
た
こ
と

も
忘
れ
ま
す
。

　「
た
だ
い
ま
」。
小
学
生
に
な
る

娘
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
ハ
ウ
ス
の
戸
を
開
け
た
と

思
う
と
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。
ど
こ

へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と
辺
り
を
見

渡
す
と
、
座
り
込
ん
で
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
イ
チ
ゴ
を
つ
ま
ん
で
い

ま
す
。「
形
が
悪
い
方
が
お
い
し

い
ん
よ
」
と
か
「
こ
れ
は
熟
れ
す

ぎ
や
な
」
と
一
人
前
の
口
を
利
き

な
が
ら
、
小
さ
な
味
見
係
は
私
が

育
て
た
イ
チ
ゴ
を
品
評
し
て
く
れ

ま
す
。

　
春
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
も
病

気
や
害
虫
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
イ
チ
ゴ
を
無
農
薬

で
栽
培
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

す
が
、
味
見
係
の
た
め
に
少
し
で

も
農
薬
を
減
ら
し
た
い
と
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
苗
を
譲
っ

て
頂
い
た
り
、

い
ろ
い
ろ
と

指
導
し
て
く

れ
る
先
輩
方
、

仕
事
の
前
に

朝
早
く
か
ら

手
伝
っ
て
く

れ
る
主
人
、
足
が
痛
い
の
に
草
抜

き
を
し
て
く
れ
る
母
、
私
の
イ
チ

ゴ
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
人
々
が
い

な
け
れ
ば
一
年
目
が
終
わ
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
ま
た

育
苗
の
季
節
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
管
理
、
防
除
に
気
を
つ
け
、

気
の
抜
け
な
い
２
年
目
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。

　
次
は
、
那
賀
川
町
の
小
川
美
紀

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

那賀川町　

濱田 由美さん

455
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短
　
歌	

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
作
品

入
選 

勢
井
　
恒
子

ひ
と
こ
ま
の
亡
夫
と
逢
い
た
る
昨
夜
の
夢
布
団
を

干
せ
ば
陽
に
吸
わ
れ
た
り

入
選 

米
田
千
代
美

菜
種
梅
雨
硝
子
戸
濡
れ
て
美
容
師
は
風
邪
長
び
け

る
わ
が
髪
仕
上
ぐ

入
選 

島
尾
　
　
妙

土
の
面
に
柔
ら
か
い
影
揺
ら
す
の
は
春
お
日
さ
ま

の
小
さ
な
芽
だ

入
選 

小
野
ス
ミ
子

庭
に
出
て
空
を
仰
い
で
深
呼
吸
味
噌
汁
う
す
味
今

日
が
は
じ
ま
る

入
選 

岩
浅
タ
ミ
子

歳
を
経
て
背
が
十
セ
ン
チ
小
さ
く
な
り
つ
ま
先
立

て
つ
つ
洗
濯
を
干
す

入
選 

水
口
　
明
美

亡
き
人
の
面
影
の
よ
う
な
花
活
け
て
一
人
足
り
な

い
こ
の
春
送
る

入
選 

湯
浅
佐
智
子

摘
み
来
た
る
一
人
に
余
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
寝
か
す

冷
庫
に
黄
の
花
の
乱

俳
　
句	
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

　
　
　
　
　
　
　
　 
清
原
　
眞
治

古
の
格
子
戸
涼
し
妻
籠
宿

　
　 

関
山
　
和
女

卯
の
花
の
さ
か
り
の
村
へ
帰
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　 

神
野
　
幸
子

ブ
ラ
ン
コ
を
大
き
く
ゆ
ら
し
園
青
葉

　
　
　
　
　
　
　
　 

西
岡
　
典
子

リ
ハ
ビ
リ
や
ナ
ー
ス
の
笑
顔
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　 

中
野
　
　
郁

老
鶯
に
耳
を
あ
ず
け
て
モ
ネ
の
庭

 

竹
谷
　
由
美

紙
袋
が
ば
っ
と
受
く
る
新
茶
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　 

大
平
ナ
ツ
子

今
年
竹
一
輪
挿
し
に
絵
画
展

 

田
中
ゆ
り
子

一
湾
の
芥
押
し
出
す
梅
雨
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　 

末
岐
　
美
子

鮎
掛
の
一
閃
竿
の
動
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　 

市
瀬
　
和
子

島
影
や
サ
サ
ユ
リ
の
花
ひ
そ
と
咲
く

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

 

佐
藤
つ
た
え

ベ
ク
レ
ル
が
住
み
た
い
家
を
遠
ざ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　 

臣
守
　
愛
香

金
と
暇
出
来
た
頃
に
は
な
い
若
さ

　
　
　
　
　
　
　
　 

湯
浅
　
三
子

し
あ
わ
せ
の
花
を
あ
な
た
と
咲
か
せ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　 

田
上
　
鶴
子

喜
び
が
つ
づ
く
財
布
が
う
ろ
た
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
レ
イ
子

飲
ん
だ
か
な
飲
ん
で
ま
せ
ん
と
薬
包
紙



８月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

　（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏  
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月はお休みです。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
1日 ㈬ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

2日 ㈭ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

3日 ㈮ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

7日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10
橘 団 地 前 14：30～15：00

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
 ８日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
 ９日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
16日 ㈭ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
17日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40

山 口 分 館 前 14：50～15：20
21日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
22日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

図書館イベント
☆ 夏休みおたのしみ会　〈阿南図書館〉
　　日時　８月19日㈰　14：00 ～ 15：00
　　内容　大型紙芝居・大型絵本で楽しく！
　　　　　「せんたくかあちゃん」、「ありとすいか」
　　　　　歌いましょう、聞きましょう！「琴」と「フルート」
　　　　　和楽器を体験しましょう！「お琴をひいてみよう」

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
〈８月30日㈭まで〉

　読書感想文課題図書・夏休みの宿題に関する本は、各図書館の
特別コーナーにあります。貸し出し中の本は予約できます。

入場無料申込不要

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23－2020

移動図書館「わかたけ号」　８月の巡回日程
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８月の

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数
課題図書

（小学校～高校）
１人１冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人１冊まで
（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人３冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人３冊まで
（３館あわせて）



市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

たちばな海遊祭り 
日時　８月５日㈰　10：00 ～ 14：00
場所　中浦緑地公園（橘町）
内容　ステージイベント、ぴちぴちつかみ
取り、1,000人ビンゴ、橘湾クルーズ（湾
内を約１時間周遊、大人1,000円、子ども
500円）、模擬店など

 たちばな海遊祭り実行委員会
　 森本（☎090－3185－2850）へ

球場へ行こう！（８月の日程）
ＪＡアグリあなんスタジアム

○マスターズ甲子園徳島大会
　４日㈯、12日㈰、18日㈯、19日㈰は
　8：30 ～、25日㈯は18：30 ～
○阿南那賀高校新人交流戦
　２日㈭・３日㈮の8：30 ～
○大阪市立大学　夏季合宿
　５日㈰～ 11日㈯
○四国アイランドリーグプラス
　４日㈯　18：00 ～　徳島VS 愛媛

 野球のまち推進課（☎22－1297）へ

ご存知ですか？「建退共制度」
事業主が労働者の働いた日数に応じて掛
金となる証紙を共済手帳に貼り、労働者
が建設業界で働くことをやめたときに建退
共から退職金を支払う制度です。
加入できる事業主　建設業を営む方
対象となる労働者　建設業現場で働く方
掛金　日額310円

 建退共徳島県支部
　 （☎088－622－3113）へ

阿南中学校定期演奏会（無料） 

場所　夢ホール（文化会館）
筝曲部定期演奏会
日時　８月26日㈰　13：30開演
曲目　「三つのフェスタルバラード」
　　　「つち人形」ほか
吹奏楽部定期演奏会
日時　９月２日㈰　13：30開演
曲目　「平清盛テーマ曲」
　　　「坂本九メドレー」ほか

 阿南中学校（☎22－0539）へ

複式簿記実務講座受講者募集 
日時　９月５日～ 12月19日の毎週水曜日
　　　４カ月間　18：30 ～ 20：30
　　　※10月31日㈬は休講
場所　阿南商工会議所　研修室
講師　松宮文雄税理士
対象　初めて簿記を学ぶ方、多少簿記の
　　　知識がある方
定員　30人（先着順）
受講料　毎月3,000円（申込金10,000円）
申込期間　8 月17 日㈮まで

 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

硬式テニス初心者講習会
対象　高校生以上の初心者、初級者
定員　20人程度
日時　９月１日～ 10月６日の毎週土曜日
　　　19：00 ～ 21：00
場所　南部健康運動公園テニスコート
費用　4,000円（6回分・保険料含む）
申込方法　８月25日㈯までに電話または
氏名、住所、生年月日、電話番号を明記
のうえメールでお申し込みください。

 初心者講習会責任者　横手
　 （☎090－4783－9939）へ
　 e-mail  anan.tennis@gmail.com

阿南テクノスクール訓練生募集

募集訓練科　ＩＴ技能科２
内容　パソコンの基礎知識、ワード、
　　　エクセル、パワーポイントなど
定員　15人　
期間　９月24日㈪～ 12月21日㈮
　　　9：00 ～ 16：00（土・日・祝日除く）
場所　四国進学会　阿南校
受講料　無料
　　　　（テキスト代として約8,000円は自己負担）

申込期間　8月1日㈬～ 31日㈮
申込方法　居住地を所管する公共職業安
　　　　　定所へ

 阿南公共職業安定所（☎22－2016）・
　 阿南テクノスクール（☎26－0250）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構職業訓練生募集
募集訓練科　溶接加工科
訓練期間　９月３日㈪～２月28日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申し込　
　　　みをしている方等。
※選考があります。
※受講料は無料、テキスト代等は必要。

 徳島職業能力開発促進センター
　 （☎088－654－5102）へ

光のまちステーションプラザ
８月の催し

■展示コーナー　　10：00 ～ 20：00 
プリ・フラ作品展　21日㈫～９月２日㈰
※初日と最終日は開催時間が異なります。

■体験会
粘土でかわいいチューリップとテディベア作り
　４日㈯　13：00 ～ 15：00
　【参加費】300円　　【定員】20人
　【申込締切日】３日㈮

　楽しくプリ・フラレッスン
　25日㈯　13：00 ～ 15：00
　【参加費】2,000円　【定員】10人
　【申込締切日】21日㈫
　【持ってくる物】ハサミ

阿波踊り活竹人形作り、
星形あんどん作りを常時開催中！

 光のまちステーションプラザ
　 （☎24－3141）へ
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広報あなん10 月号への掲載
原稿に写真等を添えて８月 31日㈮までに秘書広報課までお届けください。



市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　８月16日㈭  13：00 ～ 17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

交通エコライフキャンペーン
地域の公共交通について、親しみ、考え
ていただくためのイベントです。
日時　８月26日㈰　10：00 ～ 15：00
場所　徳島こども交通公園
　　　　 （徳島市南内町１丁目４）

内容　ボンネットバス体験乗車、アンパ
　　　ンマンバスで撮影会、バスの車体
　　　にお絵かき体験など

 県交通戦略課
　 （☎088－621－2686）へ

豪華２本立て上映会
子どもたちの知っている絵本を感動のアニ
メ化。絵本の原画展を開催。
日時　８月５日㈰　①10：30～　②14：00～
　　　※13：50 ～　原作者の舞台あいさつ
　　　　16：00 ～　原作者と話し合う会
場所　夢ホール（文化会館）
内容　「しらんぷり」「おまえうまそうだな」
入場料　チラシ割引・会員　800円
　　　　当日一般　1,000円

 あなんで映画をみよう会事務局
　 （☎090－2788－5465）へ

横坂 源・
今西泰彦
デュオリサイタル
ドイツを中心に国内
外で活躍中の若手演
奏家によるデュオリ
サイタルです。

日時　８月23日㈭　19：00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　3,000円（当日3,500円）
プログラム　ベートーヴェン／メンデルス
ゾーン／バッハ／シューマン
チケット　夢ホール、音楽喫茶みき、アー
トレコード、黒崎楽器阿南店・本店など

 デュオリサイタル実行委員会　久米
　 （☎090－4786－6922）へ

８月は電気使用安全月間です
夏に大活躍なのがエアコンです。設定温
度は28℃が省エネの目安で、扇風機を併
用するとさらに効果的です。エアコンのフィ
ルターは２週間に一度は掃除しましょう。
また、室外機に直射日光が当たらないよ
うにすると冷房効果が上がり、余計な電
力消費をしなくて済みます。

 四国電気保安協会徳島支部
　 徳島南事業所（☎22－8177）へ

アクアスロン大会2012 
日時　８月26日㈰　8：30 ～ 14：30
場所　ＪＡバンク蔵本公園
対象　小学3 ～ 6年生　定員　150人
コース　水泳100ｍ・ランニング2 ～ 2.5㎞
費用　4,000円（保険料を含む）
募集期間　8月20日㈪まで
申込方法　ホームページで受付
　　　　　http://aquathlon.c4sa.jp/

 とくしま子どもアクアスロン実行委員会
　 三枝（☎090－1173－7107）へ

阿南高専公開講座
申込期間　
①、②　８月１日㈬～９日㈭の平日　
③～⑥　８月10日㈮～ 23日㈭の平日

（13日㈪～ 15日㈬を除く）

申込み・問い合わせは　
阿南工業高等専門学校総務課企画係

（☎23－7215）へ

①ＡＣＣＥＳＳ使って顧客や商品を管理
　しよう！－仕事効率ＵＰ間違いなし！－

日時　９月３日㈪～７日㈮　
　　　18：00 ～ 20：00（計5回）
場所　阿南高専電算第1演習室
対象　中学生以上、一般　
定員　15人
費用　3,200円（テキスト代含む）

②折り紙博士の折り紙講座
　日時　９月９日㈰　10：00 ～ 16：00
　場所　阿南高専視聴覚教室
　対象　中学生以上、一般
　定員　30人
　費用　2,700円（材料費含む）

③レーザでオリジナルネームプレートを
　作ろう！
　日時　９月16日㈰　8：30 ～ 12：30
　場所　阿南高専実験実習工場
　対象　小学５・６年、中学生
　定員　６人
　費用　無料（傷害保険料必要）

④家庭内ネットワーク入門
　－ワイヤレスネットワーク－
　日時　9月22日㈯　13：00 ～ 17：00
　場所　阿南高専電算第1演習室
　対象　一般　　
　定員　10人
　費用　5,400円

⑤レーザでオリジナル時計を作ろう！
　日時　10月7日㈰　9：30 ～ 15：30
　場所　阿南高専実験実習工場
　対象　小学５・６年生、中学生
　定員　６人
　費用　無料（傷害保険料必要）

⑥メロディ付オリジナル電子オルガンを
　作ろう！
　日時　11月23日㈷　9：00 ～ 12：00
　場所　阿南高専実験実習工場
　対象　小学５・６年、中学生
　定員　10人
　費用　無料（傷害保険料必要）
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阿波踊り体操教室
日時　8月10日㈮　10：00 ～ 11：30
場所　春日野体育館
講師　徳島大学大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参　飲み物、タオル、
　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

いきいき脳の健康教室
受講者募集
対象　65歳以上の介護認定を受けていな
　　　い方
日程　10月2日～平成25年2月12日の約5
　　　カ月間の毎週火曜日
　　　午前中40分程度
場所　ひまわり会館
内容　簡単な読み書き・計算の学習を通し
　　　て、楽しく脳を活性化し、認知症
　　　を予防します。
費用　無料
定員　30人（応募多数の場合は抽選とな
　　　ります。）
募集期間　８月１日㈬～ 31日㈮
申込み・問い合わせは　
保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください （８月）

※ 400ml 献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

17日㈮ フジグラン
阿南  領家町

10：00 ～ 12：30
14：00 ～ 16：30

24日㈮ 日本電工㈱
徳島工場  橘　町 13：30 ～ 16：30

28日㈫
四国化工機㈱
阿南食品工場  山口町 13：00 ～14：00

阿南共栄病院  羽ノ浦町 15：00 ～ 16：30

健康相談（体組成測定）
日時　８月３日㈮　10：00 ～ 11：30
会場　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定、
　　　個別健康相談、介護の相談、栄養
　　　相談コーナー
対象　阿南市民
持参　健康手帳（無い方は交付します）、
　　　健診の結果など

 保健センター（☎22－1590）へ

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　日

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の方 8月1日 ～ 9月7日
１次　９月22日
２次　10月13 ～ 18日
３次　11月10日～ 12月13日

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の方 8月1日 ～ 9月7日 １次　９月17日
２次　10月4 ～ 11日

自衛官候補生
男子

18歳以上27歳未満の方
年間を通じて受付 受付時にお知らせします。

女子 8月1日 ～ 9月7日 ９月23 ～ 26日
※いずれか一日指定

看護学生 高卒（見込含）24歳未満の方 9月3日～ 10月1日 １次　10月20日
２次　11月17・18日

防
衛
大
学
校
学
生

推薦
高卒（見込含）21歳未満の方

（推薦については高等学校長の推薦等
が別途必要です。）

9月3日 ～ 9月5日 ９月29・30日

総合
選抜

高卒（見込含）21歳未満の方

9月3日 ～ 9月5日 １次　 9月29日
２次　10月20・21日

一般
（前期） 9月3日～ 10月1日 １次　11月10・11日

２次　12月11 ～ 15日
一般

（後期） 平成25年1月23日～2月1日 １次　25年3月 2日
２次　25年3月15日

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）21歳未満の方 9月3日～ 10月1日 １次　10月27・28日
２次　12月 5 ～ 7日

自衛官を募集します

※待遇などくわしくはお問い合わせください。問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

健康いきいき情報
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【８月の休館日】
６日・20日・27日

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ



平成24年９月から
ポリオワクチンが
不活化ワクチンになります
　生ワクチンの接種により、まれに麻痺
が発生したことなどから、９月から全国一
斉に生ワクチンが不活化ワクチンに切り替
ります。このため、生ワクチンの集団接種
は８月で終了します。
　不活化ワクチン・生ワクチンの接種方法
などは下表のとおりです。予診票等案内
文は、８月末までに送付します。
　なお、すでに１回目の生ワクチンを接種
済の方は、８月の機会を過ぎると９月から
は不活化ワクチンを３回接種する必要があ
ります。

 保健センター（☎22－1590）へ

生ワクチン 不活化ワクチン
接 種 方法 口から投与 皮下注射
接 種回数 全２回 全４回
対 象 者 ７歳６カ月までの子

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。
※8月13日㈪～ 16日㈭までは休みます。

 みんなのひろば ☎ 44 － 5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

3日㈮　シャボン玉で遊ぼう
7日㈫　お話を聞こう

17日㈮　手遊び・歌遊び
21日㈫　作って遊ぼう
28日㈫　お誕生会
10日㈮・24日㈮・31日㈮
うたってあそぼう

 にこにこひろば ☎ 42 － 0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

7日㈫　楽しい水遊び
21日㈫　学お兄さんと遊ぼう
28日㈫　ベビーマッサージ・ふれあい遊び
　　　　講師：松浦由美さん
　　　　お誕生会

 ふれあいひろば ☎ 27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

7日㈫　お話いっぱい
9日㈭　育児講座

21日㈫　楽しく遊ぼう　　　
28日㈫　お誕生会

 なかよしひろば ☎ 21－ 2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

7日㈫　みんなで作ろう
21日㈫　みんなで遊ぼう
28日㈫　お誕生会

日本脳炎予防接種の
対象年齢を拡大
　平成17年度から平成21年度にかけ接種
の勧めを控えていたことで、日本脳炎の
予防接種の機会を逃した方も、公費負担
で受けられるようになっております。
　対象は、平成７年６月１日から平成19
年４月１日までに生まれた方で、接種期限
は20歳の誕生日の前々日までです。
　ただし、２期接種は、１期接種を終え
た９歳以上の方に接種することになってい
ます。
　対象年齢に該当する方で未接種の方は
主治医に相談のうえ、委託医療機関で受
けてください。
　予診票は再発行できます。母子健康手
帳をお持ちのうえ、保健センターまでお越
しください。

 保健センター（☎22－1590）へ

児童扶養手当現況届
特別児童扶養手当所得状況届
の提出を！

　受給資格者の方に提出書類等を送付し
ています。必要書類を添えて、市役所本
庁２階こども相談室へ提出してください。
　なお、書類の提出は、できるだけ日程
表の日時にお願いします。面接により受付
します。
●児童扶養手当
　提出期間　８月１日㈬～ 31日㈮
　提出に必要なもの　現況届お知らせ通
　知書に記載しています。
●特別児童扶養手当
　提出期間　８月13日㈪～９月10日㈪
　提出に必要なもの　所得状況届提出通
　知書に記載しています。

 こども相談室（☎22－1677）へ

ポリオ生ワクチンの投与
日時　８月８日㈬　13：30 ～ 14：00
対象　生後３カ月～ 90カ月のお子さま
場所　ひまわり会館　　料金　無料
持参　母子健康手帳、予診票
※１回目と２回目の間隔は、６週間以上あ
けて受けてください。

つどいの広場・すくすく in 阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の
場です。ぜひお越しください。
時間　９：30 ～ 11：30
日程　10日㈮　桑野公民館
　　　22日㈬　福井公民館
　　　24日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは、
３日㈮、７日㈫、14日㈫、17日㈮、21日
㈫、28日㈫、31日㈮

 こども課（☎22－1593）へ

地域子育て支援センター

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

3日㈮　高齢者とのふれあい会
6日㈪　英語で遊ぼう

13日㈪～ 15日㈬　臨時休園
20日㈪　発育計測・健康相談
24日㈮　お話ころりん
27日㈪　発育計測
30日㈭　お誕生会

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

8月

８月

８月
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演奏　全国邦楽合奏フェスティバル
　　　合同曲『童夢』／フィナーレ『巨火』
演奏・ワークショップ
　　　音響を使用する邦楽ワークショップと癒し音楽
　　　「指揮！実験室」ワークショップ　　 
　　　「尺八ソロワンポイントアドバイス」ワークショップ
　　　箏マエストロによる青少年のための
　　　「ワークショップ」と響演「変絃自在」　
講演　ミニ講演『邦楽と宇宙』　　　　　
　　　「未来邦楽へ」パネルディスカッション
展示　故・三木　稔氏の軌跡、「宇宙箏」展示、遊びながら
　　　邦楽を知る、和楽器体験・楽器製作実演

９月14日㈮～ 16日㈰
会場　阿南市文化会館 夢ホール
問い合わせは
第27回国民文化祭阿南市実行委員会事務局
情報文化センター内（☎ 44 － 5000）へ

プログラム

　
日
本
の
楽
器
の
な
か
で
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
楽
器
、
箏こ
と

、
三
味
線
、
尺
八
。
遊
び

感
覚
で
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　「
箏こ
と

」
と
「
琴こ
と

」
は
違
う
楽
器
で
す
。
普

段
よ
く
目
に
す
る
13
本
の
絃
が
張
ら
れ
た
楽

器
は
箏
で
す
。
今
回
、琴
＝
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ん
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ん

も
用
意
。
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つ
の
楽
器
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比
べ
て
そ
の
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い
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
箏
と
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味
線
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材
料
の
重
さ
比
べ
を
し
た
り
、
三
味
線
は
楽

器
の
ど
こ
が
鳴
っ
て
い
る
の
か
聴
診
器
で
確

認
し
た
り
。

　
箏
の
音
楽
を
発
展
さ
せ
た
検け
ん
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ょ
う

さ
ん
と
、

尺
八
を
各
地
に
広
め
た
虚こ

無む
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う

の
顔
出
し
看

板
や
虚
無
僧
の
変
身
グ
ッ
ズ
も
用
意
。
編
み

笠
は
ぜ
ひ
か
ぶ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
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さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
日
本
の
音
楽
は
い
つ

頃
成
立
し
、
つ
な
が
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
は
３
メ
ー
ト
ル
大
の
「
日
本
音
楽
歴
史

図
表
」「
三
味
線
歴
史
図
表
」「
太
鼓
歴
史
図

表
」
な
ど
で
確
認
。
邦
楽
を
語
源
と
す
る
日

常
の
言
葉
の
数
々
を
表
し
た「
語
源
か
る
た
」

は
あ
な
た
を
雑
学
博
士
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
宇
宙
飛
行
士
・
山
崎
直
子
さ
ん

が
２
０
１
０
年
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
演
奏
し
た
「
宇
宙
箏
」（
同
型
の
姉
妹
箏
）

を
展
示
し
ま
す
。
９
月
15
日
午
前
11
時
か
ら

は
、
開
発
に
携
わ
っ
た
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
代

表
の
田
中
隆
文

さ
ん
が
、「
宇

宙
箏
」
に
込
め

た
山
崎
さ
ん
の

思
い
や
、
楽
器

が
完
成
す
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

徳
島
県
・
阿
南
特
産
物
出
店
お
よ
び

屋
台
出
店
販
売
の
募
集

応
募
資
格
　
阿
南
市
内
の
方

日
時
　
９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
文
化
会
館
　
ホ
ワ
イ
エ
ほ
か

募
集
期
間
　
８
月
10
日
㈮
ま
で

※
出
店
者
は
責
任
を
持
っ
て
販
売
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
８
団
体
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
同
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
44
‐
５
０
０
０
）
へ

検校さんと虚無僧の顔出し看板

歴史図表

語源かるた

※写真はすべて「日本の音フェスティバル」より

宇宙箏

国
文
祭
を
楽
し
も
う
!
　【
遊
び
な
が
ら
邦
楽
を
知
る
・「
宇
宙
箏
」
展
示
と
ミ
ニ
講
演
】
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 公共下水道受益者負担金

法律相談（要予約） ２日㈭・16日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

※９月の予約は８月１日㈬から受付。

行政相談 14日㈫・28日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談  24日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談
 13：30 ～ 16：00　
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談    30日㈭
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 7・21・28 日　 13：00 ～ 17：00
 10・24 日　　　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約）
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※９月の相談日は６日㈭です。相談は 1 カ月前から電話による完全
予約制となっています。

健康相談   ３日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約）  23日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談  19日㈰
 9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 ６日㈪･20日㈪・27日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　9：00 〜 17：00

８月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。） 

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～
■市県民税（第 2 期）
■国民健康保険税（第 3 期）
　納期限は、8月31日㈮です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替済通知書の送付について
　市県民税（全期）の口座振替済通知書は7月中旬に郵送しています。 

市税日曜相談窓口（市役所１階納税課）
８月 26 日㈰　8：30 ～ 17：00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

人口　77,215 人（＋10）
（男）　37,290 人（＋ 5）
（女）　39,925 人（＋ 5）
世帯数　29,768 世帯
　　　　（+35）

８月の納期限
・全納期一括 （８月31日㈮）
・1年一括 （８月31日㈮）
・分割納付の第１期
  （８月31日㈮）

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
  ５日 林整形外科 見能林町 ☎ 23-6060
 12日 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎ 42-0022
 19日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎ 27-0047
 26日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313

 開催日　　  時間　　  場所　　  問い合わせ先

８月の市税

人口と世帯数

５月の市税スポーツ施設の８月の休館日

●平成24年６月末日現在
　カッコ内は前月対比

問い合わせは 
下水道課（☎22―1796）へ

今月はありません

今月はありません

８月の相談

サンアリーナ ６・13・20・27日
那賀川スポーツセンター １・８・15・22・29日
羽ノ浦総合国民体育館 ６・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド ６・13・20・27日

　今月号からシリーズ「つながり」を始めました。市の
事業等で県外や海外の人たちとの交流を紹介するコー
ナーです。参加された皆さんからのご感想やメッセージ
を寄稿していただきますので、ご愛読ください。

　さて、今年は４年に一度のオリンピックの年。日本人選手の活躍が期
待されるなか、注目は「なでしこジャパン」ではないでしょうか。
　女子サッカー界ではＷ杯よりも五輪タイトルが重視される傾向にある
といわれています。真の “ 世界一 ” の称号を手に入れるためにも、ぜひ
頑張ってほしいと思います。そして、その背中を追いかけているのが道
上彩花さん（P13 輝く阿南人で紹介）です。 もし、日本代表に選ばれれば、
徳島県出身の女子サッカー選手としては初の快挙です。道上選手に大き
なチャンスが訪れようとしています。こちらも目が離せません。（山田）
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日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
北
の
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海
岸
。

き
れ
い
な
水
と
遠
浅
、
広
大
な
松
林
と
１
・
８
㌔
に
も

及
ぶ
砂
浜
は
西
日
本
随
一
と
も
い
わ
れ
、
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
毎
年
８
万
人
も
の
海
水
浴
客
が
訪
れ
る
。

そ
し
て
、
夏
を
海
で
楽
し
む
人
々
に
、
安
ら
ぎ
の
空

間
を
提
供
し
て
い
る
の
が
海
の
家
だ
。

　

自
慢
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海
も
さ
る
こ
と
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が
ら
、
海
の
家
が
取
り
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縁
で
県
外
か
ら
の
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。

そ
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な
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う
海
の
家
を
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ね
て
み
た
。
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脇
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淡
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海
水
浴
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自
慢
の
海
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
海
の
家
が
取
り

持
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縁
で
県
外
か
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の
リ
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い
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い
う
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ん
な
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よ
う
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を
訪
ね
て
み
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。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
開
放
感

た
っ
ぷ
り
の
桟
敷
席
で
食
べ

る
た
こ
焼
き
は
、
ひ
と
味
違

い
ま
す
よ
」

　
海
の
家
で
は
、
夏
を
海
で

楽
し
む
人
々
と
の
会
話
が
弾

ん
で
い
る
。
店
が
少
し
落
ち

着
く
の
を
待
っ
て
、
海
の
家

に
ま
つ
わ
る
話
を
伺
っ
た
。

　「
昔
は
、
竹
で
組
ん
だ
簡
易

な
家
だ
っ
た
ん
よ
。
売
る
物

も
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た

も
の
だ
け
。
ほ
ん
で
も
人
は

よ
～
け
き
ょ
っ
た
な
～
。
浜

が
人
で
真
っ
黒
に
な
る
く
ら

い
。
バ
ス
も
臨
時
便
を
出
し

て
の
。
パ
チ
ン
コ
台
ま
で
設

置
さ
れ
と
っ
た
わ
」

　
今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
の
光

景
で
あ
る
。

　
海
の
家
の
歴
史
を
た
ど
る

と
、
一
枚
の
写
真
に
い
き
つ

く
。
昭
和
３
年
に
撮
影
さ
れ

た
こ
の
写
真
に
は
、
北
の
脇

海
岸
の
沖
合
約
４
５
０
㍍
に

浮
か
ぶ
根
津
磯
に
建
て
ら
れ

た
桟
敷
が
写
っ
て
い
る
。
　

　
当
時
、
大
工
で
民
宿
を
経

営
し
て
い
た
故
・
神
野
米
吉

さ
ん
（
中
林
町
）
が
、
観
光

客
を
も
て
な
そ
う
と
建
て
た

桟
敷
で
、
実
は
こ
れ
が
海
の

家
の
前
身
と
い
わ
れ
て
い
る
。

海
の
家
は
海
上
か
ら
始
ま
っ

た
の
だ
。

　
そ
の
後
、
桟
敷
は
自
然
の

い
た
ず
ら
に
よ
っ
て
転
々
と

す
る
。
現
在
の
位
置
に
軒
を

連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
36
年
の
第
２
室
戸
台
風

が
き
っ
か
け
。
新
設
さ
れ
た

防
潮
堤
沿
い
に
桟
敷
を
設
け

る
こ
と
で
、
浜
辺
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ
と
が

で
き
た
。
高
床
式
に
造
ら
れ

た
桟
敷
席
に
は
、
先
人
た
ち

の
知
恵
と
工
夫
が
宿
っ
て
い

る
。
昭
和
30
年
代
の
最
盛
期

に
は
43
も
の
家
が
軒
を
連
ね

た
。
し
か
し
、夏
の
レ
ジ
ャ
ー

の
多
様
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
で
、
現
在
は
７
軒
（
淡
島

で
は
７
軒
が
１
軒
）
に
ま
で

減
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

海
の
家
は
元
気
そ
の
も
の
。

夏
限
定
の
桟
敷
席
に
安
ら
ぎ

を
求
め
、訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
。

　
さ
あ
夏
本
番
！

　
潮
騒
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
海
の
家
で
夏
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
。
き
っ
と
い
い
夏
の

思
い
出
が
つ
く
れ
る
は
ず
。

写
真
提
供
：
神
野 

元
さ
ん
（
中
林
町
）


